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本
書
は
夙
に
、
鶴
見
尚
弘
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
研
究
者
の
間
で
は
周
知
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
氏
の
紹
介
に
は
図
版
が
な
か
っ
た
の
で
こ
こ
で
改
め
て
取
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
。

　
魚
鱗
冊
と
は
、
中
国
宋
代
以
後
、
主
と
し
て
租
税
を
賦
課
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
官
簿
で
、
魚
鱗
図
冊
、
流
水
魚
鱗
冊
と
も
言
う
。
こ
の

変
わ
っ
た
名
称
の
由
来
は
、
『
明
史
』
巻
七
十
七
、
「
食
貨
志
」
一
に
も
見
え
、
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
　
形
図
が
図
３
の
よ
う
に
一
筆
ご

と
に
区
切
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
様
子
が
ち
ょ
う
ど
魚
の
鱗
の
よ
う
だ
っ
た
の
で
こ
の
よ
う
に
呼
ん
だ
。

　
魚
鱗
冊
の
体
裁
は
、
基
本
的
に
は
全
体
説
明
、
総
字
　
形
図
、
一
　
ご
と
の
魚
鱗
の
図
を
記
入
し
た
　
形
図
お
よ
び
一
　
ご
と
の
土
地
台
帳

本
文
の
四
部
か
ら
成
る
（
　
、
　
と
も
に
土
地
の
区
画
。
　
が
上
位
）
。
本
書
は
第
一
葉
表
に
「
康
煕
拾
伍
年
　
月
　
日
給
／
縣
」
と
墨
書
き

さ
れ
、
康
煕
一
五
年
（
一
六
七
六
）
の
魚
鱗
冊
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
場
所
に
つ
い
て
は
、
鶴
見
氏
の
地
方
誌
の
調
査
に
よ
り
、
揚
子
江
最

下
流
蘇
州
府
長
洲
県
の
も
の
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。
同
裏
（
図
１
）
は
全
体
説
明
に
あ
た
り
、
下
二
十
五
都
正
扇
十
九
　
の
魚
鱗
冊
で
　
造
者

と
丈
量
者
、
各
　
（
小
村
）
の
帳
簿
の
編
集
と
管
理
を
行
う
人
（
　
書
）
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第
三
葉
表
と
裏
（
図
２
）
は
本
都
の

総
字
　
形
図
、
図
３
は
璧
字
、
府
字
等
幾
つ
か
あ
る
う
ち
の
経
字
　
形
図
で
あ
る
。
一
　
ご
と
の
魚
鱗
の
図
は
、
台
帳
に
記
さ
れ
た
各
　
の
面

積
が
不
均
等
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ
均
等
化
さ
れ
、
形
も
多
く
は
短
冊
形
に
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
配
置
も
列
状
を
な
し
て
記

さ
れ
、
魚
鱗
の
形
状
と
は
程
遠
い
。
こ
れ
は
、
図
の
抽
象
化
が
顕
著
で
実
態
を
正
確
に
描
写
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
図
４
（
部
分
）
は
、

経
字
　
第
七
十
九
　
　
甲
の
本
文
土
地
台
帳
で
あ
る
。
一
葉
四
地
片
ず
つ
記
入
す
る
よ
う
に
藍
格
が
印
刷
し
て
あ
り
、
上
の
区
画
の
中
心
部
分

に
は
田
形
図
が
、
下
の
区
画
に
は
、
　
・
　
・
科
則
・
面
積
・
業
戸
名
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
業
戸
名
の
丁
上
　
の
　
の
字
は
最
後
の
一
筆
が
欠
け
て
お
り
、
避
諱
（
君
主
や
尊
者
の
名
・
字
と
同
じ
文
字
を
避
け
る
こ
と
。

同
音
・
同
義
の
ほ
か
の
文
字
に
置
き
換
え
た
り
、
字
画
の
最
後
の
一
筆
を
省
い
た
り
し
た
）
で
あ
る
。
康
熙
帝
（
一
六
五
四
〜
一
七
二
二
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
が
玄
　
で
あ
る
の
で
欠
筆
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
書
の
書
誌
事
項
は
、次
の
と
お
り
。康
煕
・
雍
正
年
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
　
二
九
四
葉
　
縦
二
六
・
五
糎
　
横
二
四
・
九
糎
　
錢
装
　
本
文
料
紙
に
は
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
後
代
の
裏
打
ち
が
施
さ
れ
て
い
る
。
（
請
求
記
号
　345.22221

‐G
982

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
当
館
に
は
ほ
か
に
八
点
の
魚
鱗
冊
が
あ
り
、
比
較
的
新
し
く
入
っ
た
一
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
除
き
、
村
松
祐
次
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
相
島
　
宏
）

う

き
ゅ
う

ひ

さ
ん

ひ
　
き

げ
ん
よ
う

あ
い
じ
ま
　
　
ひ
ろ
し

図４

（
一
六
六
二
〜
一
七
三
五
）



522号／2004⑨ 国立国会図書館月報― 1―

は
じ
め
に

筆
者
は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
引
き
受
け
て
い
る
国
際
図
書
館
連
盟
資
料
保
存
コ
ア

活
動

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ)

ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
の
保
存
協
力
の
一
環
と
し
て
、

本
年
二
月
一
〜
一
〇
日
、
ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館

(
N
ep
a
l
N
a
tio
n
a
l
L
ib
ra
ry

以

下
、
Ｎ
Ｎ
Ｌ)

を
中
心
に
、
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
盆
地
の
図
書
館
、
博
物
館
、
公
文
書
館
を

訪
れ
、
資
料
保
存
状
況
の
予
備
的
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
機
関
の
職
員
を

対
象
に
、
資
料
保
存
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
出
張
の
概
要
に
つ

い
て
、
ネ
パ
ー
ル
の
資
料
保
存
状
況
を
中
心
に
報
告
す
る
。

な
ぜ
、
ネ
パ
ー
ル
へ
―
調
査
に
至
る
経
緯
―

当
館
は
、
二
〇
〇
三
年
二
月
に

｢

国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
資
料
保
存
の
あ
り
方｣

を
定
め
た
。
こ
れ
は
、
一
九
八
五
年
の
策
定
以
来
資
料
保
存
業
務
に
係
る
基
本
計
画
と

し
て
き
た

｢

別
館
完
成
後
に
お
け
る
資
料
保
存
の
あ
り
方
に
つ
い
て｣

に
替
わ
る
も
の

で
、
予
防
的
保
存
の
重
視
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版
物
の
納
本
制
度
へ
の
組
み
入
れ

(

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月)

、
組
織
再
編
に
伴
う
業
務
体
制
の
変
更
と
い
っ
た
館
内
外
の
資

料
保
存
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
、
保
存
の
目
的
、
対
象
、
方
法
、
進

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
の
か
け
が
え
の
な
い

文
書
遺
産
を
護
る
た
め
に

ネ
パ
ー
ル
出
張
報
告

村

山

�

雄

ネパール国立図書館が入っている合同庁舎正面｡
国軍が警備に当たっているが､ 立入りに際してのチェックはなかった｡



◆
ネ
パ
ー
ル
と
い
う
国
◆

ネ
パ
ー
ル
の
国
土
は
、
東
西
八
八
五
㎞
、
南
北
の

平
均
幅
は
約
一
九
三
㎞
で
細
長
い
。
総
面
積
は
一
四
・

七
万
㎞
。
北
海
道
の
二
倍
弱
で
あ
る
。
北
部
で
中
国

と
、
東
西
お
よ
び
南
部
で
イ
ン
ド
と
接
す
る
。
標
高

は
南
部
タ
ラ
イ
平
原
の
七
〇
ｍ
か
ら
北
部
山
岳
地
帯

八
、
八
四
八
ｍ

(

世
界
最
高
峰
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト)

ま
で
二
〇
〇
㎞
足
ら
ず
の
間
に
変
化
す
る
。
気
候
も

亜
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
か
ら
、
温
暖
な
中
間
山
地
を
経

て
、
亜
寒
帯
高
山
気
候
ま
で
変
化
す
る
。
東
西
は
、

東
部
・
中
部
・
西
部
・
中
西
部
・
極
西
部
の
五
つ
の

開
発
地
域
に
分
け
ら
れ
、
さ
ら
に
前
記
の
地
勢
を
加

味
し
て
、
各
々
山
岳
・
中
間
山
地
・
タ
ラ
イ
に
分
け
、

少
な
く
と
も
一
五
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
見
な
け
れ
ば
、
ネ

パ
ー
ル
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
、
狭
い
国
土
の
中
で
の
自
然
条
件
と
経
済
状
態

の
差
が
激
し
い
。
行
政
区
分
で
は
な
い
が
、
国
の
統

計
も
こ
の
単
位
を
基
本
に
取
ら
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
多
数
の
民
族
と
言
語
、
そ
し
て
宗
教
の

存
在
が
あ
る
。
人
口
は
二
、
四
八
〇
万
人

(

二
〇
〇

四
年
七
月
現
在)

。
一
〇
二
の
民
族
／
カ
ー
ス
ト
、

九
二
の
言
語
が
並
存
す
る
多
民
族
国
家
で
あ
る
。
公

用
語
は
ネ
パ
ー
ル
語
で
、
母
語
と
す
る
の
は
全
人
口
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め
方
、
保
存
協
力
の
推
進
等
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
新
た
に
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

｢

あ
り
方｣

に
基
づ
い
て
、
二
〇
〇
三
年
六
月
に
は
、｢

国
立
国
会
図
書
館
資
料
保
存
計
画
―

平
成
一
五
〜
一
七
年
度｣

を
策
定
し
、
国
際
的
な
保
存
協
力
の
分
野
で
は

｢

ア
ジ
ア
地
域

に
お
け
る
情
報
共
有
化
の
促
進｣

｢

ア
ジ
ア
の
国
立
図
書
館
等
へ
の
協
力｣

｢

資
料
保
存
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催｣

｢

紙
媒
体
資
料
の
保
存
へ
の
貢
献｣

に
取
り
組
む
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
、
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
を
よ
り
鮮
明
に
し
た
。
各
地
域
セ
ン
タ
ー
が
担

当
地
域
へ
の
貢
献
に
加
え
て
、
得
意
分
野
で
の
世
界
的
な
貢
献
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

(

ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
は
紙
の
保
存)

や
、
中
国
国
家
図
書
館
が
中
国
の
国
内
セ
ン
タ
ー

に
名
乗
り
を
あ
げ
た
こ
と
も
活
動
強
化
の
背
景
に
あ
る
。

折
し
も
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

(

以
下
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ)

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
約
二
年
間
Ｎ
Ｎ
Ｌ
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
図
書
館

運
営
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
の
山
田
伸
枝
氏
か
ら
、
同
館
の
資
料
保
存
へ
の
協
力
の
打
診
が
あ

り
、
二
〇
〇
三
年
七
月
、
山
田
氏
の
一
時
帰
国
の
際
に
、
当
館
で
保
存
協
力
の
可
能
性
を

協
議
し
た
。
ま
た
、
同
年
一
二
月
に
は
、
ブ
ー
タ
ン
国
立
図
書
館
長
が
当
館
を
訪
問
さ
れ
、

同
様
の
要
請
が
あ
っ
た
。
両
国
立
図
書
館
と
も
、
資
料
保
存
に
つ
い
て
は
、
手
付
か
ず
状

態
で
あ
り
、
貴
重
な
文
献
の
劣
化
の
危
険
性
が
高
い
。
早
急
の
取
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

ネ
パ
ー
ル
で
の
調
査
や
経
験
は
、
ブ
ー
タ
ン
の
支
援
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
の

判
断
か
ら
、
Ｎ
Ｎ
Ｌ
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館
の
概
要

今
回
の
出
張
の
主
た
る
訪
問
先
で
あ
る
Ｎ
Ｎ
Ｌ
は
、
一
九
五
七
年
に
設
立
さ
れ
、
教
育

ス
ポ
ー
ツ
省
に
所
属
し
て
い
る
。
そ
の
使
命
は
、
①
全
国
総
合
目
録
や
全
国
書
誌
の
作
成

を
含
む
中
央
図
書
館
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
、
②
ネ
パ
ー
ル
で
刊
行
さ
れ
た
出
版
物

の
収
集
、
③
ネ
パ
ー
ル
に
関
す
る
す
べ
て
の
資
料
の
組
織
化
と
保
存
、
④
国
民
へ
の
閲
覧
、



の
五
〇
％
弱
、
識
字
率
は
五
三
・
七
％
で
あ
る
。

一
九
歳
以
下
が
全
人
口
の
半
分
を
占
め
る

｢

若
い
国｣

で
も
あ
る
。
識
字
率
の
向
上
の
た
め
に
、
教
育
の
必

要
性
が
叫
ば
れ
る
が
、
貧
困
の
た
め
未
就
学
あ
る
い

は
未
修
了
の
児
童
も
多
い
。

国
教
で
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
全
人
口
の
八
一
％

を
占
め
る
が
、
仏
教

(

一
〇
％)

、
イ
ス
ラ
ム
教

(

四
％)

(

二
〇
〇
一
年
の
ネ
パ
ー
ル
全
国
人
口
調
査
。

h
ttp

:/
/
w

w
w

.cb
s.g

o
v
.n

p
)

と
も
穏
や
か
に
並
存

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
町
の
辻
と
い
う
辻
に
祠

が
あ
り
、
祈
り
は
ま
さ
に
生
活
の
一
部
で
あ
る
。

政
治
的
に
は
混
迷
を
深
め
て
い
る
。
一
九
九
〇
年

に
民
主
化
さ
れ
た
が
、
二
〇
〇
二
年
の
下
院
解
散
以

降
、
議
会
が
機
能
し
て
い
な
い
。｢

マ
オ
イ
ス
ト｣

に
よ
る
バ
ン
ダ

(

ゼ
ネ
ス
ト)

が
全
国
規
模
や
カ
ト

マ
ン
ド
ゥ
盆
地
等
、
地
域
規
模
で
頻
発
し
て
お
り
、

国
軍
と
の
衝
突
も
絶
え
な
い
。
バ
ン
ダ
の
度
に
交
通

が
麻
痺
し
、
市
民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
お

り
、
外
国
人
観
光
客
の
落
ち
込
み
も
懸
念
さ
れ
る
。

最
近
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
国
連
が
和
平
交
渉
仲

介
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

多
く
の
国
々
が
ネ
パ
ー
ル
を
経
済
援
助
し
て
い
る

が
、
わ
が
国
は
、
二
国
間
で
は
最
大
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
供
与

国
で
あ
る
。
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
⑤
移
動
図
書
館
の
活
用
に
よ
る
読
書
運
動
の

推
進
、
⑥
国
内
の
他
の
図
書
館
の
発
展
支
援
と
ネ
パ
ー
ル
文
献
出
版
活
動
の
推
進
、
と
さ

れ
て
い
る
。

組
織
は
、
整
理
・
図
書
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
・
管
理
の
三
セ
ク
シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
、
職

員
は
二
二
名

(
館
長
を
含
む
司
書
四
名
、
司
書
補
七
名)

で
あ
る
。
四
つ
の
開
発
地
域
に

支
部
図
書
館

(

ポ
カ
ラ
公
共
図
書
館
、
マ
ヘ
ン
ド
ラ
図
書
館
、
カ
イ
ラ
リ
公
共
図
書
館
、

サ
ル
バ
ジ
ャ
ニ
ク
・
ヴ
ィ
デ
ャ
・
バ
ワ
ン
図
書
館)

を
持
っ
て
い
る
。
ユ
ネ
ス
コ
五
か
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(

一
九
九
五
‐
九
九)

の
一
つ
と
し
て
、
児
童
室
を
開
設
し
、
児
童
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
た
。
二
〇
〇
三
年
、
専
用
の
児
童
室

(N
ep
a
l
C
h
ild
ren
's
L
ib
ra
-

ry
)

を
敷
地
内
に
新
設
し
た
。
蔵
書
の
言
語
は
、
ネ
パ
ー
ル
語
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
語
、
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、
ネ
ワ
ー
ル
語
等
で
、
約
七
万
七
千
点
の
図
書
・
逐
次
刊
行
物
・
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
類
の
刊
行
物
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
含
む
視
聴
覚
資
料
六
六
〇
点
、
マ
イ
ク
ロ
資
料

一
五
六
タ
イ
ト
ル
を
所
蔵
し
て
い
る
。
年
間
の
増
加
冊
数
は
三
、
一
三
八
冊
、
資
料
購
入

費
は
二
一
万
ル
ピ
ー

(

一
ル
ピ
ー
は
約
一
・
五
円

図
書
館
予
算
総
額
二
六
〇
万
ル
ピ
ー)

、

年
間
利
用
者
数
は
一
二
、
二
七
〇
人
で
あ
る

(

Ｎ
Ｎ
Ｌ
年
報
二
〇
〇
二
／
二
〇
〇
三
に
よ

る)

。
大
部
分
の
資
料
は
言
語
別
の
開
架
式
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
新
聞
が
よ
く
利
用
さ

れ
て
い
る
。
ネ
パ
ー
ル
紙
に
書
か
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
一
枚
も
の
が
貴
重
で
あ
る

が
、
マ
イ
ク
ロ
化
の
際
に
、
相
当
破
損
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

建
物
は
、
図
書
館
専
用
で
は
な
く
、
総
務
省
、
国
連
開
発
計
画
・
人
権
委
員
会
、
そ
の

他
が
同
居
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
国
軍
が
警
備
に
当
た
っ
て
い
る
。
通
路
が
閲
覧
室
と

な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
窓
が
開
け
放
た
れ
て
い
た
。
書
庫
ま
で
達
す
る
日
差
し
、
剥
き

出
し
の
電
気
配
線
等
、
課
題
は
多
い
。
電
圧
が
不
安
定
で
、
停
電
も
よ
く
あ
る
と
聞
い
て

い
た
が
、
筆
者
の
滞
在
中
に
は
一
度
あ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

な
お
、
ネ
パ
ー
ル
の
全
般
的
な
図
書
館
事
情
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
山
田
氏
の

｢

ボ
リ



◆
ネ
パ
ー
ル
出
張
日
程
◆

二
〇
〇
四
年
二
月
一
日

カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
到
着

二
日

Ｎ
Ｎ
Ｌ
訪
問

(

カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
盆
地
を
対
象

と
す
る
バ
ン
ダ
の
た
め
、
Ｎ
Ｎ
Ｌ
館
長
表
敬
は
翌

日
に
延
期)

、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
事
務
所
訪
問

(

Ｎ
Ｎ
Ｌ
職
員
の
日
本
派
遣
へ
の
協
力
を
要
請)

三
日

Ｎ
Ｎ
Ｌ
訪
問

(

タ
パ
館
長
表
敬)

、
マ
ダ
ン
・

プ
ラ
ス
カ
ー
ル
図
書
館
、
国
立
公
文
書
館
、
ト
リ

ブ
ヴ
ァ
ン
大
学
中
央
図
書
館
訪
問

四
日

ア
サ
文
書
館
、
国
立
博
物
館
訪
問

五
日

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
省
、
ケ
イ
シ
ャ
ー
図
書
館
、

Ｄ
・
Ｋ
・
レ
グ
ミ
記
念
図
書
館
訪
問
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ボ
リ
通
信｣

(
『

図
書
館
の
学
校』

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
号
〜
二
〇
〇
四
年
五
月
号
に
連

載)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ネ
パ
ー
ル
の
資
料
保
存
概
況

出
張
の
日
程
は
、
四
〜
五
頁
下
段
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
一
か
所
の
図
書
館
、
博
物
館

等
で
資
料
保
存
状
況
を
調
査
し
、
意
見
交
換
を
し
た
ほ
か
、
Ｎ
Ｎ
Ｌ
で
は
資
料
保
存
に
関

す
る
講
演
会
も
行
っ
た
。
資
料
保
存
の
教
材
ビ
デ
オ"S

lo
w
F
ires

:
O
n
th
e
P
reser-

va
tio
n
o
f
th
e
H
u
m
a
n
R
eco
rd
"
(A
T
erry

S
a
n
d
ers
F
ilm
/
A
m
erica

n
F
ilm

F
o
u
n
d
a
tio
n
1987

)

上
映
の
後
、"In

tro
d
u
ctio
n
to
L
ib
ra
ry
P
reserva

tio
n
"

と
題
し
て
講
演
を
し
た
。
参
加
者
は
、
二
月
五
日
ま
で
に
訪
問
し
た
機
関
に
加
え
、
バ
ハ

社
会
科
学
図
書
館
を
は
じ
め
七
機
関
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
合
計
一
四
機
関
、
一
八
名
の

職
員
が
参
加
し
た
。
同
時
に
、
持
参
し
た
劣
化
マ
イ
ク
ロ
資
料
、
和
紙
、
保
存
箱
、
当
館

刊
行
の
資
料
保
存
関
連
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
日
本
図
書
館
協
会
や
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
刊
行
物
を
会

場
に
展
示
し
、
好
評
を
博
し
た
。
訪
問
機
関
の
資
料
保
存
状
況
の
調
査
の
結
果
は
、
資
料

の
媒
体
別
・
劣
化
原
因
別
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

(

一)

紙
資
料

紙
質
は
よ
く
な
い
が
、
ネ
パ
ー
ル
国
内
刊
行
物
に
は
酸
に
よ
る
著
し
い
劣
化
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
図
書
が
簡
易
製
本
の
た
め
排
架
に
際
し
て
は
、
ス
ト
ッ
パ
ー
や

箱
の
利
用
等
、
資
料
が
反
ら
な
い
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
欧
米

(

ほ
と
ん
ど
が
英
語
資
料)

の
も
の
も
、
酸
に
よ
る
著
し
い
劣
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
再
製
本
の
際
、
の
ど
が
切
ら

れ
て
し
ま
い
、
開
く
の
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
散
見
さ
れ
た
。

(

二)

パ
ー
ム
リ
ー
フ
資
料

(

パ
ー
ム
リ
ー
フ
に
つ
い
て
は
、
五
〜
六
頁
下
段
を
参
照)

ア
サ
文
書
館
で
は
、
わ
が
国
の
民
間
機
関
に
よ
る
支
援
も
あ
り
他
の
機
関
に
比
べ
保
存

状
態
は
よ
い
。
原
資
料
の
保
存
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
ん
で
い
る
。
ケ
イ
シ
ャ
ー
図

資料保存に関する講演会の会場
(ネパール国立図書館)



六
日

Ｎ
Ｎ
Ｌ
訪
問

(

資
料
保
存
に
関
す
る
講
演
会

を
実
施)

、
バ
ハ
社
会
科
学
図
書
館
訪
問

七
日

ス
リ
・
ガ
リ
マ
図
書
館
訪
問

八
日

ウ
グ
ラ
図
書
館
訪
問

九
日

Ｎ
Ｎ
Ｌ
訪
問

(

調
査
に
基
づ
く
所
見
報
告
と

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
参
加
者
は
タ
パ
館
長
、
シ
ュ

レ
ス
タ
館
長
次
席
、
目
録
担
当
の
プ
ラ
デ
ィ
ー
プ
・

バ
ッ
タ
ラ
イ
氏
、
山
田
氏
の
ほ
か
、
バ
ハ
社
会
学

図
書
館
の
ダ
リ
館
長
。)

一
〇
日

Ｎ
Ｎ
Ｌ
訪
問

(

タ
パ
館
長
と
日
本
に
お
け

る
研
修
要
望
と
派
遣
候
補
に
つ
い
て
懇
談)

一
一
日

帰
国

◆
パ
ー
ム
リ
ー
フ
◆

東
南
ア
ジ
ア
や
南
ア
ジ
ア
で
は
、
紙
が
利
用
さ
れ

る
以
前
か
ら
、
書
写
材
と
し
て
椰
子
科
の
植
物
の
葉

(

パ
ー
ム
リ
ー
フ)

が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
葉
を
煮

て
か
ら
乾
燥
・
プ
レ
ス
し
、
長
方
形
に
切
り
そ
ろ
え
、

表
面
を
滑
ら
か
に
し
て
書
写
面
と
す
る
。
そ
こ
に
尖

筆
で
文
字
を
刻
み
、
木
炭
等
の
黒
の
顔
料
を
擦
り
込

ん
で
文
字
を
浮
き
出
さ
せ
る
。
薄
い
板
状
と
な
っ
た

各
頁
に
一
つ
か
二
つ
穴
を
あ
け
、
頁
を
重
ね
、
木
製

(

あ
る
い
は
竹
製)

の
表
紙
を
付
け
て
、
紐
で
綴
じ

る

(

六
頁
下
段
右
参
照)

。
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書
館
で
は
、
変
色
し
た
も
の
が
見
ら
れ
た
。
国
立
博
物
館
で
は
、
木
箱
に
乱
雑
に
入
れ
ら

れ
た
ま
ま
、
保
存
環
境
の
よ
く
な
い
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
蒸
れ
が
心
配
さ
れ
る
。

劣
化
の
危
機
に
瀕
し
た
貴
重
な
資
料
群
で
あ
り
、
ネ
パ
ー
ル
全
体
の
保
存
状
況
調
査
が
望

ま
れ
る
。

(

三)

マ
イ
ク
ロ
資
料

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
Ｎ
Ｎ
Ｌ
、
国
立
公
文
書
館
と
も
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
保
管
さ
れ
、

抜
き
取
り
調
査
で
も
酢
酸
臭
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
製
作
年
代
か
ら
見
て
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
ベ
ー

ス
の
フ
ィ
ル
ム
が
使
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
点
検
し
、
劣
化
対
策
を
施
す

必
要
が
あ
る

(

七
頁
下
段
参
照)
。
し
か
し
な
が
ら
、
化
学
的
劣
化
対
策
以
前
の
課
題
に
、

工
程
管
理
の
導
入
と
マ
イ
ク
ロ
撮
影
の
基
礎
的
な
研
修
が
あ
る
。
Ｎ
Ｎ
Ｌ
の
新
聞
マ
イ
ク

ロ
化
は
、
合
冊
製
本
後
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
見
開
き
の
セ
ン
タ
ー
部
分
の
写

り
が
悪
い
も
の
が
あ
る
。
無
理
し
て
開
く
と
、
再
製
本
が
必
要
に
な
り
、
さ
ら
に
原
紙
を

傷
め
る
こ
と
に
な
る
。
閲
覧
用
に
展
示
後
、
マ
イ
ク
ロ
化
す
る
等
の
工
夫
が
必
要
で
あ

る
。設

備
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
か
ら
の
文
化
無
償
供
与
援
助
に
よ
り
導
入
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
導
入
に
伴
う
技
術
援
助
が
原
則
的
に
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
設
置
時
の
指
導
を
除

け
ば
、
設
備
だ
け
の
援
助
に
終
わ
っ
て
い
る
。
消
耗
品
の
補
充
や
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
含
め
、
発
展
途
上
国
の
自
立
的
運
営
の
た
め
の
、
わ
が
国
の
文
化
協
力
事
業
に
お
け
る

関
係
機
関
の
連
携
・
協
力
の
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
。

第
三
者
機
関
に
よ
っ
て
マ
イ
ク
ロ
化
さ
れ
た
場
合
の
取
り
決
め
が
あ
い
ま
い
で
、
自
館

に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
残
っ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
何
が
マ
イ
ク
ロ
化
さ
れ
た
の
か
を

図
書
館
員
が
把
握
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
契
約
に
よ
り
、
自
館
に
も
マ
イ
ク
ロ

等
の
複
製
物
を
残
す
と
い
う
方
法
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
資
料
保
存
の
分
野
に
限
ら

な
い
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
よ
う
な
業
務
を
俯
瞰
で
き
る
監
督
者
が
必



522号／2004⑨国立国会図書館月報 ― 6―

要
で
あ
る
。

(

四)
温
度
、
湿
度
管
理

国
立
公
文
書
館
を
除
き
、
す
べ
て
の
図
書
館
が
自
然
空
調
で
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
で
は
、

一
日
の
変
化
が
大
き
い
。
一
般
的
に
は
、
短
い
周
期
で
大
き
な
変
化
が
あ
る
と
、
資
料
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
。
ま
た
、
滞
在
中
は
乾
期

(

九
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で)

で
あ
っ

た
が
、
朝
は
濃
い
霧
が
連
日
発
生
し
て
い
た
。
相
対
湿
度
の
変
化
も
大
き
い
。
資
料
へ
の

影
響
を
極
力
押
さ
え
る
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

(

五)

光

太
陽
光
は
多
く
の
紫
外
線
を
含
み
、
化
学
反
応
を
促
進
し
て
、
劣
化
を
早
め
る
。
ほ
と

ん
ど
の
図
書
館
が
窓
を
開
放
し
て
お
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
、
直
接
資
料
に
太
陽
光
が
当

た
っ
て
い
た
。
滞
在
期
間
中
は
、
室
温
が
低
く
コ
ー
ト
を
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
寒
か
っ
た
が
、
窓
や
ド
ア
は
い
つ
も
開
放
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で
目
録
作

業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
必
然
的
に
窓
際
が
作
業
場
所
に
な
る
。
ケ
イ
シ
ャ
ー
図
書
館
で
は
、

目
録
作
業
が
バ
ル
コ
ニ
ー
で
行
わ
れ
て
い
た
。
利
用
者
も
窓
際
で
資
料
を
利
用
し
て
い
た
。

(

六)

酸
性
ガ
ス
・
塵
埃
等

カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
盆
地
は
世
界
で
も
っ
と
も
大
気
汚
染
が
深
刻
で
あ
る
。
周
辺
に
位
置
す

る
レ
ン
ガ
工
場
か
ら
の
煤
煙
、
自
動
車
等
の
排
気
ガ
ス
に
砂
塵
が
加
わ
る
。
ガ
ス
状
お
よ

び
粒
子
状
汚
染
物
質
濃
度
が
き
わ
め
て
高
い
。
開
放
さ
れ
た
窓
か
ら
は
、
こ
れ
ら
が
侵
入

し
て
い
る
。
定
期
的
な
清
掃
も
重
要
だ
が
、
侵
入
を
防
ぐ
手
立
て
も
必
要
で
あ
る
。
と
り

わ
け
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
や
デ
ジ
タ
ル
資
料
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

マ
イ
ク
ロ
化
も
デ
ジ
タ
ル
化
も
初
期
投
資
が
大
き
い
の
で
、
修
復
や
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
は
、

図
書
館
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
ろ
う
。
マ
イ
ク
ロ
資
料
や
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
よ
う
な

パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版
物
は
ケ
ー
ス
に
収
納
し
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
保
管
す
る
。
機
器

類
に
は
必
ず
覆
い
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

ケイシャー図書館所蔵のパームリーフ
(中央) と表紙 (右側)｡ 一部の文字が消
えつつあり､ 端の損傷も進んでいる｡

背をネズミに齧られた図書
(ネパール国立図書館)



◆
Ｔ
Ａ
Ｃ
ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
◆

Ｔ
Ａ
Ｃ
ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
と
は
、
ト
リ
・
ア
セ
チ

ル
・
セ
ル
ロ
ー
ス
を
ベ
ー
ス
に
使
用
し
た
フ
ィ
ル
ム

で
、
お
も
に
一
九
五
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
使
用

さ
れ
た

(

現
在
は
、
素
材
と
し
て
安
定
し
た
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
を
ベ
ー
ス
と
す
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム

が
主
流)

。
Ｔ
Ａ
Ｃ
ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
で
は
、
ベ
ー

ス
が
加
水
分
解
す
る
過
程
で
生
じ
た
わ
ず
か
な
酢
酸

が
密
閉
容
器
内
で
蓄
積
さ
れ
、
そ
れ
が
あ
る
レ
ベ
ル

以
上
に
達
す
る
と
、
急
激
な
劣
化
を
招
く
。
金
属
リ
ー

ル
に
巻
い
て
金
属
の
缶
に
密
閉
し
、
高
温
多
湿
の
場

所
に
二
五
〜
三
〇
年
以
上
保
管
し
て
お
い
た
場
合
に
、

酢
酸
臭
を
発
生
し
、
ベ
ー
ス
が
べ
と
つ
く
な
ど
の
劣

化
を
起
こ
す
の
で
、
製
作
後
二
五
年
経
過
し
た
フ
ィ

ル
ム
は
点
検
・
処
置

(

蓄
積
し
た
酢
酸
の
放
散
処
理

な
ど)

が
必
要
で
あ
る
。

◆
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
◆

Ｎ
Ｎ
Ｌ
、
国
立
公
文
書
館
、
国
立
博
物
館
、
ト
リ

ブ
ヴ
ァ
ン
大
学
中
央
図
書
館
を
除
き
、
今
回
訪
問
し

た
図
書
館
、
文
書
館
は
、
す
べ
て
民
間
の
篤
志
家
に

よ
る
施
設
で
あ
っ
た
。
蔵
書
数
も
少
な
く
、
二
、
三

名
の
職
員
で
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
サ
文
書
館
に
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(
七)

生
物
被
害

ネ
ズ
ミ
の
食
害
が
各
図
書
館
で
見
ら
れ
た

(

六
頁
下
段
左
参
照)

。
ど
こ
か
ら
で
も
入

れ
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
資
料
だ
け
で
な
く
、
ネ
ズ
ミ
は
、
電
気
系
統
の
配
線

を
齧
っ
て
、
電
気
を
シ
ョ
ー
ト
さ
せ
、
火
事
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

訪
れ
た
の
が
乾
期
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
カ
ビ
を
は
っ
き
り
確
認
で
き
た
の
は
、
ケ
イ

シ
ャ
ー
図
書
館
の
書
架
下
段
部
分
の
図
書
だ
け
で
あ
っ
た
。
換
気
の
悪
さ
に
加
え
て
、
床

掃
除
に
大
量
の
水
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
国
立
公
文
書

館
で
は
、
カ
ビ
対
策
の
た
め
、
受
入
れ
の
際
の
乾
燥
作
業
が
必
須
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

赤
い
布
に
含
ま
れ
る
色
素
の
防
虫
効
果
と
思
わ
れ
る
が
、
パ
ー
ム
リ
ー
フ
類
等
貴
重
な
経

典
類
や
公
文
書
の
多
く
が
赤
い
布
に
包
ま
れ
保
管
さ
れ
て
い
た
。

(

八)

災
害

｢

岩
山
が
多
く
、
も
ろ
い
地
質
構
造
、
非
常
に
高
い
山
々
、
急
傾
斜
、
複
雑
な
地
形
、

変
わ
り
や
す
い
天
気
、
活
発
な
地
殻
変
動
過
程
、
無
秩
序
な
住
宅
開
発
、
増
加
す
る
人
口
、

弱
い
経
済
的
状
況
と
低
い
識
字
率
と
い
っ
た
要
素
か
ら
、
ネ
パ
ー
ル
は
様
々
な
災
害
に
対

し
て
脆
弱
で
あ
る｣

(

ネ
パ
ー
ル

カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
99

ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー

h
ttp
:/
/
w
w
w
.a
d
rc.o
r.jp
)

―
同
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
、
チ
ベ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
の
下
に
イ
ン
ド
プ
レ
ー
ト
が
入
り
こ
ん
で
い
る
た
め
、
地
震
活
動
が
活
発
な
地
域

で
あ
る
。
一
九
三
四
年
に
は
、
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

八
・
四
の
巨
大
地
震
が
あ
っ
た
。
死
者
は
一
六
万
人
を
超
え
、
三
一
万
戸
以
上
の
家
屋
が

倒
壊
し
た
。
一
九
八
〇
年
に
は
、
バ
ジ
ャ
ン
グ
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五

の
、
一
九
八
八
年
に
も
ウ
ダ
ヤ
プ
ル
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
六
の
地
震

が
あ
っ
た
。
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
が
多
く
、
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
。

ま
た
、
一
二
月
か
ら
二
月
の
間
、
日
中
は
さ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
日
が
落
ち
る
と
、
暖

を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
で
も
寒
く
な
る
。
乾
期
の
最
中
で
あ



代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
私
立
の
機
関
は
、
民
族
文
化

の
保
存
意
識
が
強
く
、
所
与
の
環
境
下
で
目
的
を
果

た
す
た
め
に
努
力
し
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

二
月
七
日
、
八
日
に
訪
れ
た
ス
リ
・
ガ
リ
マ
図
書
館
、

ウ
グ
ラ
図
書
館
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
両
館

は
村
の
有
志
に
よ
る
図
書
館
協
議
会
が
運
営
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
で
あ
る
。
ス
リ
・
ガ
リ
マ
図
書

館
を
例
に
と
る
と
、
一
九
九
〇
年
の
民
主
化
に
伴
い
、

若
い
人
に
は
図
書
館
が
必
要
で
あ
る
と
の
発
議
が
村

の
長
老
か
ら
な
さ
れ
、
土
地
が
村
か
ら
の
無
償
供
与
、

建
物
は
寄
付
さ
れ
、
図
書
館
が
設
置
さ
れ
た
。
蔵
書

規
模
約
一
、
〇
〇
〇
冊
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
メ
ン
バ
ー

が
交
代
で
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
に

は
専
任
が
必
要
で
あ
る
と
、
専
任
一
名
に
対
し
て
村

が
給
料
を
支
給
し
て
い
る

(

ウ
グ
ラ
図
書
館
は
専
任

一
名
が
学
校
に
行
く
た
め
の
授
業
料
を
負
担)

。

Ｎ
Ｎ
Ｌ
の
貸
出
し
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
お
り
、
二

か
月
に
一
回
の
割
合
で
、
八
〇
冊
を
借
り
受
け
、
住

民
に
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
る
。
閲
覧
は
無
料
で
あ
る
が
、

貸
出
し
を
受
け
る
た
め
に
は
、
月
五
ル
ピ
ー
の
登
録

料
が
必
要
で
あ
る
。
一
四
〇
人
が
登
録
し
て
い
る
。

貸
出
期
間
は
一
週
間
。
開
館
時
間
は
、
午
前
が
七
時

か
ら
八
時
三
〇
分
、
午
後
が
三
時
か
ら
六
時

(

夏
は

七
時)

で
、
休
日
の
土
曜
日
は
午
前
一
〇
時
か
ら
午
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り
、
消
防
施
設
等
、
社
会
基
盤
の
整
備
の
遅
れ
と
密
集
し
た
市
街
地
と
い
う
状
況
か
ら
、

一
旦
火
災
が
発
生
す
る
と
大
火
災
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
一
九
九
九
年
に
は
、
カ
ト
マ

ン
ド
ゥ
で
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
。

Ｎ
Ｎ
Ｌ
に
は
、
消
火
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
壁
の
高
い
位
置
に
掛
け
ら
れ
、
し
か

も
一
人
で
は
操
作
で
き
な
い
重
量
物
で
あ
る
。
緊
急
時
の
対
応
が
可
能
か
の
点
検
も
含
め
、

防
災
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

(

九)

資
料
の
取
扱
い

乱
雑
な
排
架
に
よ
る
物
理
的
損
傷
が
多
く
見
ら
れ
、
整
理
待
ち
や
入
力
待
ち
の
資
料
も

乱
雑
に
床
に
積
ま
れ
て
い
た
。
切
り
取
り
や
窃
盗
が
あ
る
と
も
聞
い
た
。
職
員
と
利
用
者

双
方
の
資
料
の
取
扱
い
に
対
す
る
意
識
の
向
上
が
望
ま
れ
る
。

(

一
〇)

建
物

ほ
と
ん
ど
の
図
書
館
や
文
書
館
が
専
用
の
建
物
で
は
な
い
。
使
い
勝
手
の
悪
さ
を
、
工

夫
し
て
凌
い
で
い
る
。

ネ
パ
ー
ル
の
資
料
保
存
を
進
め
て
い
く
た
め
に

国
立
公
文
書
館
と
国
立
博
物
館
に
は
、
シ
ニ
ア
・
コ
ン
サ
バ
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
専
門
家

が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｎ
Ｎ
Ｌ
に
は
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。
資
料
保
存
を
進
め
る
た
め

に
は
、
核
と
な
る
べ
き
職
員
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｎ
Ｌ
は
民
間
出
版
物
の
法
定
納

本
を
検
討
し
て
お
り
、
大
量
の
出
版
物
保
存
に
向
け
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
獲
得
も
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
今
回
の
調
査
に
よ
り
、
予
算
、
建
物
、
設
備
、
人
的
資
源
等
、
厳
し
い
条
件
は

あ
る
も
の
の
、
予
防
的
資
料
保
存
対
策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
文
書
遺
産
の
劣
化
を
遅

延
さ
せ
、
新
た
な
劣
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
、
Ｎ
Ｎ
Ｌ
を
含

め
、
国
の
機
関
は
規
模
が
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
員
一
人
一
人
の
職
務
内
容
が
狭

く
、｢

専
門
化｣

し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
や
保
存
と
い
っ
た
分
野
で
の
、
国
の
文
化
機
関



後
五
時
ま
で
で
あ
る
。
早
朝
の
開
館
を
含
め
、
開
館

は
村
人
が
利
用
し
や
す
い
時
間
帯
に
設
定
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

蔵
書
の
保
存
状
況
は
資
料
の
破
損
に
加
え
、
ネ
ズ

ミ
に
よ
る
食
害
や
紙
の
劣
化
も
あ
り
、
決
し
て
よ
く

は
な
い
。
し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
は
村
民

に
よ
っ
て
大
変
よ
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
生
活
に
欠

か
せ
な
い
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
図
書
館
の
運
営
を
、
一
〇
代
後
半
か
ら
二
〇
代

の
若
人
が
誇
り
を
持
っ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
に
感
銘

を
受
け
た
。
ネ
パ
ー
ル
の
若
者
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多

い
。
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に
お
け
る
意
識
は
こ
れ
ま
で
は
、
あ
ま
り
高
く
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
て
、
タ
パ
Ｎ
Ｎ
Ｌ
館
長
か
ら
は
、
同
館
の
職
員
を
日
本
で

研
修
さ
せ
、
資
料
保
存
の
み
な
ら
ず
、
納
本
制
度
、
全
国
書
誌
の
作
成
、
児
童
図
書
館
を

含
む
運
営
の
方
法
に
加
え
、
サ
ー
ビ
ス
マ
イ
ン
ド
も
学
ば
せ
た
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

当
館
は
、
今
後
は
、
Ｎ
Ｎ
Ｌ
自
身
に
よ
る
資
料
保
存
へ
の
取
組
み
の
た
め
の
基
礎
作
り
を

支
援
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
Ｎ
Ｎ
Ｌ
に
お
け
る
、
ネ
パ
ー
ル
の
風
土
や
発
展
状
況
に
適
っ

た
実
践
が
、
ネ
パ
ー
ル
国
内
の
他
の
機
関
へ
効
果
的
に
浸
透
し
て
い
く
よ
う
配
慮
し
な
が

ら
、
支
援
を
進
め
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
に
い
た
の
は
わ
ず
か
半
年
前
な
の
に
、
も
う
ず
い
ぶ
ん
昔
の
よ
う
な
気

が
す
る
。
飛
行
機
か
ら
見
た
エ
ベ
レ
ス
ト
、
ナ
ガ
ル
コ
ッ
ト
の
麓
の
段
々
畑
と
菜
の
花
、

カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
盆
地
の
旧
市
街
、
子
ど
も
た
ち
の
眼
差
し
、
ど
れ
も
が
懐
か
し
い
。
政
治

的
な
混
迷
が
深
ま
っ
て
い
る
だ
け
に
、
豊
か
な
自
然
と
文
化
遺
産
、
そ
し
て
か
け
が
え
の

な
い
文
書
遺
産
を
若
い
世
代
が
受
け
継
げ
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

末
尾
な
が
ら
、
今
回
の
調
査
に
あ
た
り
、
訪
問
機
関
と
の
連
絡
、
日
程
調
整
、
全
行
程

に
同
行
く
だ
さ
っ
た
山
田
伸
枝
氏
に
深
甚
の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
氏
の
サ
ポ
ー
ト
が
な

け
れ
ば
、
到
底
か
な
わ
な
い
調
査
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
暖
か
く
迎
え
て
い
た
だ
い
た
タ
パ

館
長
、
シ
ュ
レ
ス
タ
館
長
次
席
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｎ
Ｌ
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ネ
パ
ー
ル
事
務
所
の
三
苫
栄
太
郎
所
長
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
資
料
提
供
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
日
本
図
書
館
協
会
、
中
性
紙
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
い
た
株
式
会
社

Ｔ
Ｓ.

ス
ピ
ロ
ン
の
神
谷
修
治
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

(

む
ら
や
ま

た
か
お

関
西
館
資
料
部
長
、前
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ

ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
長)

スリ・ガリマ図書館にて｡
後列左端がバストラ館長､ 同右から２人
目が筆者｡



ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館
か
ら
の
協
力
要
請

国
際
図
書
館
連
盟
資
料
保
存
コ
ア
活
動

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ)

ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー

(
以
下
、
セ
ン
タ
ー)

は
、
平
成
一
五
年
度
、

ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館
か
ら
の
資
料
保
存
に
関
す
る
協
力
要
請
に
対

し
て
、
二
年
度
に
わ
た
る
次
の
よ
う
な
取
組
み
を
計
画
し
た
。

平
成
一
五
年
度
は
、
①
図
書
館
等
に
お
け
る
資
料
保
存
状
況
の
調

査
と
資
料
保
存
へ
の
関
心
喚
起
を
目
的
に
、
村
山
�
雄
セ
ン
タ
ー
長

(

当
時)

を
現
地
に
派
遣
す
る
、
②
ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館
職
員
の

日
本
に
お
け
る
保
存
研
修
の
実
現
に
向
け
て
、
同
館
や
独
立
行
政
法

人
国
際
協
力
機
構

(

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ)

と
協
議
を
行
う
。
平
成
一
六
年
度

は
、
①
前
年
度
の
実
態
調
査
に
基
づ
き
、
同
館
か
ら
資
料
保
存
の
中

心
と
な
る
職
員
を
受
託
研
修
生
と
し
て
受
け
入
れ
、
外
部
機
関
と
も

連
携
し
て
効
果
的
な
研
修
の
実
施
に
努
め
る
、
②
同
館
と
セ
ン
タ
ー

は
二
か
年
の
活
動
を
評
価
し
、
平
成
一
七
年
度
以
降
の
取
組
み
を
決

定
す
る
。
な
お
、
一
五
年
度
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
本
誌
一
〜
九
頁

の
記
事
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館
か
ら
の
研
修
要
望
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
同

館
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
山
田
伸
枝
氏

を
通
じ
て
、
す
で
に
昨
年
中
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
今
年
度
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
同
館
職
員
の
プ
ラ
デ
ィ
ー

プ
・
バ
ッ
タ
ラ
イ
氏
を
、
平
成
一
六
年
度
ネ
パ
ー
ル
国
課
題
別
研
修

｢

資
料
保
存
お
よ
び
国
立
図
書
館
運
営
等｣

の
研
修
員
と
し
て
受
け

入
れ
る
こ
と
を
内
定
し
、
当
館
に
対
し
研
修
全
般
に
関
す
る
協
力
と

当
館
に
お
け
る
受
託
研
修
生
の
受
入
れ
を
正
式
に
依
頼
し
た
。
山
田

氏
の
献
身
的
な
努
力
と
村
山
セ
ン
タ
ー
長
の
現
地
に
お
け
る
調
査
が

実
を
結
び
、
い
よ
い
よ
来
月
、
こ
の
研
修
が
実
現
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

バ
ッ
タ
ラ
イ
氏
の
た
め
の
研
修
計
画

ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館
の
研
修
希
望
は
、
同
館
の
状
況
や
バ
ッ
タ

ラ
イ
氏
が
嘱
望
さ
れ
る
職
員
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
、
資
料
保
存

の
み
な
ら
ず
、
国
立
図
書
館
の
役
割
と
機
能
、
納
本
制
度
の
運
用
と

全
国
書
誌
の
作
成
、
児
童
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
、
公
共
図
書
館
支
援
ま

で
国
立
図
書
館
の
運
営
全
般
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
希
望
と
村
山
セ

ン
タ
ー
長
の
実
態
調
査
を
ふ
ま
え
て
、
セ
ン
タ
ー
で
研
修
内
容
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
し
、
館
内
外
の
関
係
者
の
了
解
を
得
た
。
研
修

期
間
は
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
一
四
日
か
ら
一
二
月
二
日
ま
で
の
予

定
で
あ
る
。
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資
料
保
存
に
つ
い
て
は
、
ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館
の
資
料
保
存
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
核
と
な
る
職
員
の
養
成
に
資
す
る
た
め
、
同
館
に
お

け
る
保
存
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
基
本
的
な
予
防
的
保
存
の
考
え
方
・
技

術
お
よ
び
保
存
・
修
復
方
針
の
策
定
の
方
法
を
履
修
し
、
実
際
に
保

存
方
針
を
立
案
で
き
る
能
力
を
か
ん
養
す
る
こ
と
を
目
的
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
む
こ
と
に
し
た
。
館
内
研
修
で
は
、
資
料
保
存
の
基
礎
、

劣
化
原
因
と
予
防
的
保
存
対
策
、
図
書
の
材
料
・
形
態
等
、
製
本
・

修
復
業
務
管
理
、
資
料
の
防
災
計
画
、
国
立
国
会
図
書
館
の
資
料
保

存
活
動
、
ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館
の
資
料
保
存
計
画
等
を
想
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
館
外
研
修
と
し
て
、
特
に
当
館
で
研
修
の
機
会
が
得

ら
れ
な
い
善
本
の
保
存
と
利
用
、
和
紙
の
製
造
等
の
分
野
に
つ
い
て
、

外
部
機
関
の
協
力
を
仰
ぎ
、
研
修
・
見
学
・
懇
談
を
予
定
し
て
い
る
。

ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館
の
状
況
は
、
当
館
と
は
著
し
く
異
な
る
。

雨
期
・
乾
期
が
あ
り
、
一
日
の
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、
建
物
は
図
書

館
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
資
料
は
強
い
日
差
し
、
埃
、

砂
塵
、
酸
性
ガ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
バ
ッ
タ
ラ
イ
氏
が
日
本
の

図
書
館
の
状
況
を
見
て
、
現
地
の
環
境
や
条
件
に
適
し
た
保
存
方
針

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
研
修
事
業

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
も
保
存
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

ア
ジ
ア
各
地
の
国
立
図
書
館
等
へ
の
保
存
協
力
を
展
開
し
、
研
修
生

や
調
査
員
の
受
入
れ
、
講
師
派
遣
を
行
っ
て
き
た
。
研
修
生
等
の
受

入
れ
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
現
在
ま
で
一
二
回
に
わ
た
り
七
か
国
一

地
域

(

マ
レ
ー
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
タ
イ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス

リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
台
湾)

か
ら
二
五
名
に
の
ぼ

る
。
講
師
派
遣
は
、
一
九
九
一
年
か
ら
現
在
ま
で
、
こ
れ
も
一
二
回

に
わ
た
り
延
べ
一
四
名
の
職
員
を
一
一
か
国

(

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ

ギ
リ
ス
、
モ
ン
ゴ
ル
、
エ
ジ
プ
ト
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
、
ネ
パ
ー
ル)

に
派
遣
し
て
き
た
。

そ
の
実
績
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
要
望
や
期
待
に
十
分
応
え
て
い
く
た

め
、
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
良

好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立
を
目
指
し
、
保
存
ニ
ー
ズ
の
把

握
と
対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、
研
修
生
受
入
れ
を
含
む
保
存
協
力

活
動
の
強
化
を
標
榜
し
て
い
る
。

今
回
の
研
修
事
業
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
実
施
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
初
め
て
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
、
研
修
内
容
の
検
討
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
編
成
、
当
館
以
外
の
研
修
先
の
選
定
な
ど
の
研
修
企
画
と
研
修

の
実
施
に
関
す
る
管
理
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て

は
協
力
分
野
を
広
げ
、
当
館
に
と
っ
て
は
財
政
的
基
盤
を
得
る
こ
と

に
よ
り
、
国
の
国
際
協
力
事
業
が
よ
り
豊
か
に
、
よ
り
実
践
的
に
、

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も
、
広
く
国
際
協
力
関
係
機
関
と
の
連
携
協

力
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
大
か
つ
文
化
的
に
多
様
な
ア
ジ
ア

全
体
に
対
す
る
保
存
協
力
活
動
を
強
化
し
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

(

な
す

ま
さ
き

収
集
部
司
書
監
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
ア
ジ
ア

地
域
セ
ン
タ
ー
長)
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憲
政
資
料
室

(

東
京
本
館)

は
、
い
さ
さ
か
敷
居

の
高
い
部
屋
な
の
だ
ろ
う
か
。
ほ
か
の
部
屋
と
間
違

え
て
入
室
さ
れ
た
利
用
者
が
、
静
寂
そ
の
も
の
の
雰

囲
気
に
い
ぶ
か
し
そ
う
な
様
子
を
見
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
背
後
の
細
い
通
路
を
く
ぐ
り

ぬ
け
る
と
事
務
室

(
政
治
史
料
課)

と
な
る
が
、
こ

ち
ら
も
い
た
っ
て
静
か
。

憲
政
資
料
室
の
資
料
は
、
占
領
期

の
英
文
資
料
か
ら
、
近
現
代
政
治
関

係
者
の
手
紙
、
書
類
、
日
記
、
原
稿
・

草
稿
、
写
真
、
ポ
ス
タ
ー
ま
で
多
岐

に
わ
た
る
。
と
き
に
は
書
庫
か
ら
絹

張
り
の
巻
物
が
麗
々
し
い
木
箱
に
入
っ

て
ご
来
臨
、
と
い
う
こ
と
も
。
書
庫

に
は
職
員
し
か
出
入
り
で
き
な
い
の

で
、
利
用
者
と
史
資
料
を
つ
な
ぐ
大

切
な
ツ
ー
ル
が
言
う
ま
で
も
な
く
目

録
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
目
録
づ
く
り
、
そ
の
中
で
も

と
り
わ
け
頭
を
悩
ま
せ
る
手
紙
の
整
理
に
つ
い
て
書

い
て
み
よ
う
。

手
紙
の
場
合
、
目
録
に
記
す
お
も
な
情
報
は
、
書

翰
の
差
出
人
、
宛
先
、
発
信
の
年
月
日
等
で
あ
る
。

一
見
簡
単
そ
う
に
思
わ
れ
る
が･･･

。

最
初
の
難
関
は
く
ず
し
字

(

草
書
、
行
書)

の
読

解
。
比
較
的
楷
書
体
に
近
い
書
類
の
文
字
と
異
な
り
、

手
紙
の
く
ず
し
字
は
本
来
の
原
型
を
と
ど
め
な
い
も

の
が
多
い
。

ま
た
、
い
つ
頃
の
手
紙
な
の
か
年
代
を
推
定
す
る

の
も
頭
の
痛
い

(

け
れ
ど
も
楽
し
い)

作
業
の
一
つ

で
あ
る
。
文
末
に
年
月
日
の
記
載
が
あ
る
場
合
や
消

印
が
鮮
明
な
場
合
は
あ
っ
さ
り
年
代

が
判
明
す
る
が

(

消
印
を
光
に
か
ざ

し
て
無
理
や
り
数
字
を
読
み
取
ろ
う

と
し
て
い
る
の
は
き
っ
と
私
だ
ろ
う)

、

そ
れ
以
外
の
手
紙
は
、
登
場
す
る
人

物
の
役
職
名
、
文
中
に
言
及
さ
れ
て

い
る
事
件
、
切
手
の
種
類
や
料
金
な

ど
を
調
べ
、
乏
し
い
知
識
と
大
量
の

参
考
文
献
を
動
員
し
な
が
ら
パ
ズ
ル

さ
な
が
ら
に
推
理
を
重
ね
て
い
く
。

そ
も
そ
も
目
録
づ
く
り
の
た
め
と

は
い
え
、
他
人
同
士
の
手
紙
を
読
む
わ
け
だ
か
ら
罰

が
あ
た
り
そ
う
な
気
が
す
る
と
き
も
。
ハ
ン
カ
チ
に

血
で

｢

死｣

な
ど
と
書
か
れ
た
呪
い
の
文
を
読
ん
だ

り
し
た
日
に
は
怖
い
夢
を
見
そ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。

か
く
し
て
こ
つ
こ
つ
作
り
た
め
た
カ
ー
ド
を
基
に
し

て
目
録
を
完
成
さ
せ
る
と
、
待
望
の
公
開
の
日
が
や
っ

て
く
る
。

(

政
治
史
料
課

史)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
三
三
回

ユ
ー
ト
ピ
ア

―
ど
こ
に
も
な
い
場
所
―

平
成
一
六
年

一
〇
月

一
日

(

金)

か
ら

一
一
月
一
六
日

(

火)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

詳
細
は
本
誌
五
二
一
号
ま
た
は
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

の
な
か
に
あ
る

｢

常
設

展
示｣

の
コ
ー
ナ
ー
に
、
展
示
資
料
一
覧
と
簡

単
な
解
説
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。(h

ttp
:/

/

w
w

w
.n

d
l.g

o
.jp

/
jp

/
g

a
llery

/
p
erm

a
n

en
t

/
in

d
ex

.h
tm

l)

巻
末
に
こ
の
展
示
会
に
関
連
し
た
コ
ラ
ム

｢

本
を
魅
せ
る

常
設
展
示
案
内｣

が
あ
り
ま
す
。



一
、
事
業
の
経
緯

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実

験
事
業
を
平
成
一
四
年
度
か
ら
着
手
し
、
全
国
の
図
書
館
と
協
力
し

な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
一
四
年
度
は
、
参
加
館
会
議
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
先
行
事
例
調
査
等
を
実
施
し
、
国
内
外
の
動
向
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
の
基
本
設
計
を
行
い
ま
し
た
。
平
成

一
五
年
度
は
第
一
期
参
加
館
募
集
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
参
加
館
は

当
館
、
行
政
司
法
各
部
門
の
支
部
図
書
館
二
館
、
公
立
図
書
館
七
八

館
、
大
学
図
書
館
五
一
館
、
専
門
図
書
館
一
六
館
、
計
一
四
八
館
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の
詳
細
設
計
・
開
発
を
経
て
、

参
加
館
に
よ
る
デ
ー
タ
登
録
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
一
六
年
度
は
、

シ
ス
テ
ム
の
機
能
拡
張
を
行
い
、
第
二
期
参
加
館
の
募
集
を
行
い
ま

す
。
ま
た
事
業
の
一
般
公
開
に
む
け
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
参

加
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

二
、
事
業
へ
の
参
加
の
勧
め

様
々
な
局
面
で
情
報
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
一
方
、
流
通
す

る
情
報
量
が
確
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
は
一
層
重
要
に
な
り
つ
つ
あ

り
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
を
目
指
し
て
、
全
国

で
様
々
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
や
調
べ
方
の
情
報
を
、
事
例
集
や
Ｆ
Ａ
Ｑ
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
意
欲
的
な
図
書
館

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
様
々
な
課
題
も
浮

か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

・
単
館
で
は
、
提
供
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
の
数
が
少
な
い
。

・
公
開
す
る
事
例
デ
ー
タ
の
内
容
や
品
質
基
準
が
不
明
で
あ
る
。

・
他
館
の
事
例
も
参
照
し
た
い
。

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
を
デ
ー
タ
化
、
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
が
な
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
験
事
業
は
、
全
国
の
図
書
館
で
日
々
行
わ
れ
て
い
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
記
録
等

を
一
本
化
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
構
築
し
、
調
査
の
知
識
と
情
報
を
図
書
館
業
務
お
よ
び
国
民
の
情
報
検
索
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
実
験
事
業
で
す
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
中
、
一
四
八
館
の
図
書
館
の
参
加
を
得
て
お
り

ま
す
。
こ
の
度
、
第
二
期
の
参
加
館
募
集
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
い
た
し
ま
す
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
験
事
業

―
第
二
期
参
加
館
募
集
の
ご
案
内
―



い
。

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ほ
か
の
図
書
館
員
と
情

報
交
換
を
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
こ
の
事
業
で
は
、
次
の
こ
と

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
の
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
提
供

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
作
成
ツ
ー
ル
の
提
供

・
こ
の
シ
ス
テ
ム
上
で
、
自
館
参
照
レ
ベ
ル

(

他
館
か
ら
は
検
索

不
可)

で
事
例
デ
ー
タ
を
作
成
、
登
録
、
検
索
お
よ
び
管
理
可

能
な
機
能
の
提
供

・
様
々
な
館
種
の
図
書
館
の
参
加
に
よ
る
事
例
デ
ー
タ
の
収
集

(

九
月
八
日
現
在
、
約
一
一
、〇
〇
〇
件)

・
情
報
交
換
の
た
め
の
掲
示
板
の
提
供

・
様
々
な
情
報
を
記
載
し
た
参
加
館
通
信
を
毎
月
配
信

参
加
館
か
ら
も
様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
他
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
を
読
む
こ
と
で
、
自
館
の
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
確
認
で
き
た
。

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
研
修
会
等
で
活
用
し
て
い
る
。

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
広
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
自
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
の
管
理
ツ
ー
ル

と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
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現
在
、
こ
の
事
業
に
は
館
種
や
規
模
を
超
え
た
様
々
な
図
書
館
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
参
加
館
が
協
力
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、

今
ま
で
に
な
い
大
き
な
力
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に
多
く
の
図
書
館

に
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

三
、
事
業
へ
の
参
加
方
法

募
集
期
間
は
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
中
旬
ま
で
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
承
認
は
、
平
成
一
六
年
一
二
月
中
と

な
り
ま
す
。
参
加
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
三
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
て
紹
介

し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ

(

一)

募
集
資
料
を
入
手
す
る

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
験
事
業
実
施
要
項｣

お

よ
び

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
験
事
業
参
加
規
定｣
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を
入
手
し
、
参
加
条
件
等
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

国
立
国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h

ttp
:/

/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.

jp

―

｢
図
書
館
員
の
ペ
ー
ジ｣

―

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
実
験
事
業｣)

に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、
実
施
要
項
、
参
加
規
定
、

参
加
申
請
書
等
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
参
加
資
格
は

・
学
校
教
育
法
第
一
条
の
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
に
設
置
さ
れ

た
図
書
館
ま
た
は
研
究
所

・
図
書
館
法
の
規
定
に
基
づ
く
図
書
館
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
機
関

・
官
庁
、
公
益
法
人
、
企
業
、
専
門
団
体
等
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る

図
書
館
ま
た
は
図
書
室
の
う
ち
、
国
立
国
会
図
書
館
長
が
適
当
と

認
め
る
も
の

・
国
立
国
会
図
書
館
長
が
適
当
と
認
め
る
図
書
館
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
機
関

◆
参
加
条
件
は

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
デ
ー
タ
ま
た
は
調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
デ
ー
タ

を
最
低
一
件
以
上
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
事
業
へ
の
参
加
費
用
は
無
料
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ

(

推
奨
Ｏ
Ｓ
は
、W

in
d
o
w

s98S
E

、W
in

d
o
w

s

2000

以
降)

と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
必
要
で
す
。

ス
テ
ッ
プ

(

二)

参
加
申
請
書
を
事
務
局
へ
送
付
す
る

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
験
事
業
参
加
申
請
書｣

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
左
記
の
事
務
局
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
テ
ッ
プ

(

三)

参
加
承
認
書
を
受
け
取
る

締
切
り
後
、
事
務
局
に
お
い
て
承
認
の
手
続
き
を
行
い
、
参
加
承

認
書
を
発
行
し
、
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
ま
た
そ
の
際
、
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
Ｉ
Ｄ
に
よ
り
、
事
例
の
登
録
や
検

索
な
ど
の
機
能
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
多
数
の
事
例
デ
ー
タ
の
集
積

が
必
要
で
す
。
多
く
の
図
書
館
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
験
事
業
事
務
局

〒
六
一
九
‐
〇
二
八
七

京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
精
華
台
八
‐
一
‐
三

電

話

〇
七
七
四
‐
九
八
‐
一
四
七
三

(

直
通)

E
-M
a
il
in
fo
-crd
@
n
d
l.g
o
.jp



522号／2004⑨ 国立国会図書館月報― 17―

国際セミナー
｢デジタル時代のドキュメント・デリバリー・サービス

：ビジョンと戦略｣

国立国会図書館では､ ドキュメント・デリバリー・サービスに関する標

記の国際セミナーを開催します｡

現在､ 電子ジャーナル等の電子情報資源の図書館への導入が進み､ また､

図書館を経由しない情報流通手段が出現しています｡ こうした環境変化の

中で､ ドキュメント・デリバリー・サービスを担ってきた図書館等の公的

機関は､ そのサービスの在り方を再構築していく必要にせまられています｡

このセミナーでは､ 米国､ 英国､ ドイツの主要機関からドキュメント・デ

リバリー・サービス分野の専門家を招き､ 欧米の最新動向を紹介していた

だきます｡

日 時：平成16年12月15日(水) 13:00～17:00

場 所：国立国会図書館関西館大会議室

講 師：Mary E. Jackson (米国研究図書館協会蔵書･利用プログラム部長)

Mat Pfleger (英国図書館セールス･マーケティング部長)

Uwe Rosemann (ハノーバー大学図書館／技術情報図書館長)

定 員：250名

参加費：無料

申込方法：電子メールまたは FAXで､ 住所､ 氏名 (ふりがな)､ 所属､ 電

話番号､ FAX番号､ 電子メールアドレスをご記入のうえ､ 12月10

日 (金) までに､ 下記へお申し込みください｡

＊インターネットによる申込み

10月下旬以降､ 国立国会図書館ホームページ (http://www.

ndl.go.jp) に申込みフォームを掲載する予定です｡ 掲載後は､

インターネットによる申込みも受け付けます｡

申込み・問い合わせ先：

国立国会図書館関西館事業部図書館協力課調査情報係

〒619-0287 京都府相楽郡精華町精華台8-1-3

E-mail chojo@ndl.go.jp Fax 0774-94-9117

Tel 0774-98-1448 (直通)

ご 案 内



お 知 ら せ

東京本館の新しい開館日・開館時間等について

10月以降は､ 次のとおり館内利用サービスを拡大します｡

開 館 日 月曜日から土曜日 (原則として､ すべての土曜日に開館します｡)

休 館 日 日曜日､ 国民の祝日・休日､ 年末年始､ 資料整理休館日 (毎月第３水

曜日)

開館時間 月曜日～金曜日 ９:30～19:00 (２時間延長します｡)

土曜日 ９:30～17:00

※ただし､ 音楽・映像資料室､ 憲政資料室および古典籍資料室の開室

時間は17:00までです｡

資 料 の 月曜日～金曜日 ９:30～18:00 (２時間延長します｡)

請求時間 土曜日 ９:30～16:00

※ただし､ 音楽・映像資料室､ 人文総合情報室特別コレクション､ 憲

政資料室および古典籍資料室の資料請求時間は､ 曜日にかかわらず

16:00までです｡

このほか､ 複写申込時間についても､ 原則として2時間延長となります｡

詳しくは､ 当館ホームページ (http://www.ndl.go.jp－ ｢10月からの新しいサー

ビスについて｣ － ｢東京本館新装開館と新しい館内利用サービスの概要｣) をごら

んください｡
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新連載が始まります テーマは ｢電子図書館｣

10月から､ 原則として毎月､ 電子図書館をテーマとする記事を連載し

ます｡ 国立国会図書館が電子図書館事業を進める中で､ 従来の図書館業

務とは異なる課題が､ たくさん出てきています｡ 連載では､ 現段階での

当館の電子図書館事業について､ 現場の作業の紹介を交えながら概観し､

課題についてわかりやすく説明したいと考えています｡ とかく､ 専門用

語の多い分野とも言われていますが､ できるだけ平易に解説していく予

定です｡

この連載記事が､ 当館の電子図書館事業へのみなさまの理解の一助と

なれば､ 幸いです｡ どうぞご期待ください｡

お 知 ら せ



屋
根
裏
の
博
物
館

実
業
家
渋
沢
敬
三
が
育
て

た
民
の
学
問

横
浜
市
歴
史
博
物
館
、
神
奈

川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
編

横
浜
市

歴
史
博
物
館
刊

(

〒
224-
0003

横
浜
市
都
筑
区
中
川

中
央
一
‐
一
八
‐
一)

二
〇
〇
二
・
一
〇

一
七
六
頁

Ａ
４

(G
K

128-H
13)

戦
中
戦
後
に
か
け
て
、
日
銀
総
裁
や
大
蔵
大
臣
を

歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
と
聞
け
ば
、
ど
ん
な
人
物
を

想
像
す
る
だ
ろ
う
か
。
渋
沢
敬
三
は
祖
父
で
あ
る
渋

沢
栄
一
の
後
を
継
ぎ
、
当
時
日
本
で
も
有
数
の
実
業

家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
自
体
は
本
書
の

な
か
で
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
り
、
彼
の
そ
う

い
っ
た
実
業
家
と
し
て
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は

渋
沢
敬
三
の
も
う
ひ
と
つ
の
顔
、
つ
ま
り
民
俗
学
者

と
し
て
の
顔
で
あ
る
。
彼
は
消
え
て
ゆ
く
日
本
各
地

の
伝
統
的
な
民
具
や
風
俗
に
資
料
的
価
値
を
見
出
し
、

そ
れ
ら
を
後
の
時
代
の
研
究
の
た
め
に
精
力
的
に
蒐

集
・
記
録
し
た
。
民
間
伝
承
の
蒐
集
な
ど
で
知
ら
れ

る
柳
田
国
男
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
民
俗
学
の
確
立
と

発
展
を
支
え
た
影
の
功
労
者
で
あ
る
。

敬
三
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
身
の
ま
わ
り
の
も
の
を
観

察
し
た
り
研
究
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
好
き
な
子
供

で
あ
り
、
祖
父
渋
沢
栄
一
の
後
継
者
と
な
る
た
め
に

研
究
者
へ
の
道
を
諦
め
た
後
に
も
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
資
料
の
収
集
や
編
さ
ん
事
業
を

推
進
し
た
。

本
書
の
中
で
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
敬
三
の

特
徴
的
な
学
問
に
対
す
る
考
え
方
は
、
自
分
自
身
が

研
究
者
と
し
て
論
文
を
書
く
の
で
は
な
く
、
学
界
に

資
料
を
提
出
し
て
、
そ
れ
を
の
ち
の
時
代
の
研
究
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
考
え
方
は
、
研
究
者
に
な
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
、

実
業
家
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
決
め
た
こ
と
に
対
す

る
、
敬
三
な
り
の
け
じ
め
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
敬
三
が
活
動
し
た
大
正
か
ら
昭
和
前
期

の
時
代
は
、
日
本
人
の
伝
統
的
な
生
活
が
大
き
く
変

わ
っ
て
い
っ
た
時
代
と
も
重
な
り
、
各
地
で
消
え
て

ゆ
く
古
い
生
活
道
具
な
ど
の
民
俗
資
料
を
集
め
、
記

録
と
し
て
残
す
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
し
て
よ
り
質
の
高
い
資
料
を
集
め
る

た
め
に
敬
三
は
、
活
動
拠
点
で
あ
る

｢

ア
チ
ッ
ク
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

(

屋
根
裏
の
博
物
館)｣

に
お
い
て
、

複
数
の
研
究
者
に
協
力
を
呼
び
か
け
、
研
究
資
料
の

収
集
・
編
さ
ん
が
偏
っ
た
見
方
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な

い
よ
う
な
配
慮
も
し
て
い
る
。

｢

ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム｣

と
は
、
渋
沢
敬

三
が
大
学
時
代
に
友
人
た
ち
と
作
っ
た
小
さ
な
博
物

館
で
あ
り
、
自
宅
の
屋
根
裏
に
標
本
や
郷
土
玩
具
な

ど
を
集
め
て
展
示
し
た
の
が
、
そ
の
活
動
の
始
ま
り

で
あ
る
。
活
動
の
内
容
や
収
集
品
は
、
敬
三
の
親
し

い
友
人
や
研
究
者
た
ち
の
参
加
に
よ
っ
て
年
々
規
模

が
大
き
く
な
っ
て
い
き
、
玩
具
蒐
集
か
ら
民
具
蒐
集
、

漁
民
資
料
の
編
さ
ん
、
一
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る

祭
り
の
記
録
な
ど
多
岐
に
渡
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な

成
果
が
、
伊
豆
内
浦
の
旧
家
な
ど
に
伝
存
し
て
い
た

漁
民
・
漁
村
資
料
を
一
括
し
て
編
集
し
た

『

豆
州
内

浦
漁
民
資
料』

や
、『

絵
巻
物
に
よ
る
日
本
常
民
生

活
絵
引』

と
い
う
中
世
の
絵
巻
物
を
引
用
し
、
そ
こ

に
描
か
れ
て
い
る
生
活
道
具
な
ど
に
番
号
を
振
っ
て

説
明
を
加
え
た
、
絵
で
引
け
る
索
引
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
の
秋
、
横
浜
市
歴
史
博
物
館
に
お
い

て
こ
の
渋
沢
敬
三
の
足
跡
を
た
ど
る
展
示
会
が
開
か
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国立国会図書館は､ 法律

によって定められた納本

制度により､ 日本国内の

出版物を広く収集してい

ます｡ このコーナーでは､

主として取次店を通さな

い国内出版物を取り上げ

て､ ご紹介します｡



れ
た
。
こ
れ
は
、
横
浜
市
歴
史
博
物
館
と
神
奈
川
大

学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
が
共
同
で
開
催
し
た

｢

く

ら
し
を
集
め
る

く
ら
し
を
探
る

屋
根
裏
の
博
物

館A
ttic

M
u

seu
m

―
実
業
家
渋
沢
敬
三
が
育
て

た
民
の
学
問
―｣
と
い
う
、
お
も
に
民
具
に
関
す
る

展
覧
会
で
あ
り
、
本
書
は
そ
れ
に
合
わ
せ
、
渋
沢
敬

三
の
足
跡
を
た
ど
る
意
味
で
作
成
さ
れ
た
。
執
筆
者

は
大
学
教
授
や
博
物
館
の
学
芸
員
な
ど
、
一
三
名
で

あ
り
、
や
や
重
複
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
分
担
し
て
渋
沢
敬
三
の｢

ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム｣

(

の
ち
の
日
本
常
民
文
化
研
究
所)
に
お

け
る
活
動
や
成
果
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
あ
ま
り

に
も
多
く
の
渋
沢
敬
三
に
か
か
わ
っ
た
人
物
の
名
前

が
出
て
く
る
の
で
少
し
混
乱
し
て
し
ま
う
が
、
写
真

も
多
く
楽
し
く
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

(

伊い

沢ざ
わ

恵け
い

子こ)
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NDL news 当館の最近の動き

全
米
州
議
会
協
議
会

(

旧
称

全
米
立
法

者
会
議)

年
次
大
会

七
月
一
九
〜
二
三
日
、
標
記
大
会
が
、
米
国
ユ

タ
州
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
ー
で

｢

新
し
い
立
法

の
現
実｣

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。
当
館
か
ら

は
調
査
及
び
立
法
考
査
局
主
幹
大
山
英
久
が
参
加

し
た
。

第
三
〇
回
国
立
図
書
館
長
会
議

(

Ｃ
Ｄ
Ｎ

Ｌ)

お
よ
び
第
七
〇
回
国
際
図
書
館
連
盟

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ)

大
会

八
月
二
三
〜
二
七
日
、
二
〇
〇
四
年
の
Ｉ
Ｆ
Ｌ

Ａ
大
会
が

｢

教
育
・
開
発
ツ
ー
ル
と
し
て
の
図
書

館｣

を
テ
ー
マ
に
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
開
催

さ
れ
た
。
当
館
か
ら
は
、
生
�
至
剛
関
西
館
長
、

那
須
雅
煕
収
集
部
司
書
監
、
渡
瀬
義
男
調
査
及
び

立
法
考
査
局
次
長
、
佐
藤
尚
子
国
際
子
ど
も
図
書

館
児
童
サ
ー
ビ
ス
課
長
、
横
山
幸
雄
書
誌
部
書
誌

調
整
課
課
長
補
佐
が
参
加
し
た
。
大
会
期
間
中
に

開
か
れ
た
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
に
は
、
黒
澤
�
雄
館
長
の
代

理
と
し
て
生
�
関
西
館
長
が
参
加
し
た
。
こ
れ
ら

の
会
合
の
記
録
は
、
本
誌
一
二
月
号
に
掲
載
す
る

予
定
で
あ
る
。

子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー

八
月
二
五
日
に
文
部
科
学
省
主
催
の

｢

子
ど
も

霞
が
関
見
学
デ
ー｣
に
参
加
し
、
小
中
学
生
を
対

象
に
見
学
を
行
っ
た
。
見
学
は
午
前
と
午
後
の
二

回
実
施
し
、
合
わ
せ
て
四
六
名

(

う
ち
子
ど
も

二
六
名)

が
参
加
し
た
。
当
館
は
年
齢
制
限
が
あ

る
た
め
、
小
中
学
生
は
こ
の
よ
う
な
機
会
に
し
か

入
館
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ま
ず
目
録
ホ
ー
ル
を
見
学
し

て
、
当
館
の
特
徴
や
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
新
館
書
庫
で
は
、
地
下
八
階
ま
で
あ

る
吹
き
抜
け
部
分
に
下
り
て
、
三
〇
メ
ー
ト
ル
の

深
さ
を
実
感
し
た
。

最
後
は
、
本
の
保
存
・

修
復
の
現
場
を
見
学

し
た

(

写
真)

。｢

紙

の
目
を
知
ろ
う｣

と

い
う
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

紙
の
繊
維
の
方
向
を

知
る
た
め
に
、
紙
を

破
る
、
濡
ら
す
、
曲

げ
る
な
ど
の
実
験
を

行
っ
た
。

第521号 (2004年8月) の

訂正とお詫び

口絵裏 (稀本あれこれ)

３行目

Alexandria

→Alexandrina

29頁写真の説明

Петушокъ

→Пｂттушокъ

お詫びして訂正

いたします｡
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�
�

お
も
な
人
事

国
立
国
会
図
書
館
支
部
文
部
科
学
省
図
書
館
長
を
免

ず
る

文
部
科
学
事
務
官

和
田

智
明

国
立
国
会
図
書
館
支
部
文
部
科
学
省
図
書
館
長
を
命

ず
る

文
部
科
学
事
務
官

岩
橋

理
彦

以
上
平
成
十
六
年
七
月
一
日
付
け

国
立
国
会
図
書
館
支
部
財
務
省
図
書
館
長
を
命
ず
る

財
務
事
務
官

山
根
英
二
郎

国
立
国
会
図
書
館
支
部
日
本
学
術
会
議
図
書
館
長
を

免
ず
る

総
務
事
務
官

千
野

雅
人

国
立
国
会
図
書
館
支
部
日
本
学
術
会
議
図
書
館
長
を

命
ず
る

総
務
事
務
官

坂
下

信
之

以
上
平
成
十
六
年
七
月
二
日
付
け

元
職
員
に
対
す
る
叙
位

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
位
が
あ
っ
た

記

(

元
参
事)

篠

照
子

正
七
位
に
叙
す
る

平
成
十
六
年
六
月
二
十
八
日
付
け

元
職
員
に
対
す
る
叙
位
及
び
叙
勲

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
位
及
び
叙
勲
が
あ
っ

た

記

(

元
司
書)

金
子

富
保

従
五
位
に
叙
す
る

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

平
成
十
六
年
七
月
十
四
日
付
け

職
員
の
出
向

司

書

�

与
志
夫

千
代
田
区
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
出
向

平
成
十
六
年
九
月
一
日
付
け

職
員
の
退
職

(

退
職
時
部
局)

書
誌
部

司

書

中
村

恭
子

平
成
十
六
年
八
月
三
十
一
日
付
け

Ｎ
Ｄ
Ｌ

Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

点
字
図
書
・
録
音
図
書
全
国
総
合
目
録

二
○
○
四
年
一
号

(

一
九
八
〇
年
以
前
〜
二
〇
〇
四
年
三
月
収
録)

参
加
館
は
二
二
五
館

(

当
館
、
八
七
点
字
図
書
館
、

一
三
七
公
共
図
書
館
等)

。
年
二
回
更
新
。
収
録
レ

コ
ー
ド
数
二
九
六
、
五
三
八
件
。

年
間
契
約
価
格
四
二
、
〇
〇
○
円

(

日)

初
年
度
の
み
六
三
、
○
○
○
円

(

検
索
ソ
フ
ト
込
み)

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
四
三
号

Ａ
４

七
九
頁

■
企
業
の
子
育
て
支
援
を
め
ぐ
っ
て

■｢

人
間
の
安
全
保
障｣

■
米
本
土
に
お
け
る
艦
載
機
の
夜
間
離
発
着
訓
練

(

Ｎ
Ｌ
Ｐ)

を
め
ぐ
る
諸
問
題

■｢

二
〇
〇
〇
年
政
党
、
選
挙
及
び
国
民
投
票
法｣

の

制
定
と
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
党
助
成
制
度

(

資
料)

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)
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＜立法調査サービス＞

調査局では所蔵資料やデータベースを使って､ 内外の政治・経済・社会などに関す

る調査や情報サービスを行っています｡ 平成15年度に調査局が行った依頼に基づく調

査の処理件数は26,900件でした｡ うち国会議員および国会関係者に対する調査の依頼

者別､ さらに種別・調査対象別・回答方法別の内訳は左頁表３のとおりです｡

国会で論議の対象になると予測される事項の調査も行っています｡ その成果は 『レ

ファレンス』 等の刊行物や国会向けホームページ ｢調査の窓｣ で提供しており (平成

16年５月末からは当館ホームページでも提供を開始)､ 平成15年度末現在 ｢調査の窓｣

の掲載コンテンツは1,320点を超えました｡ また､ 衆・参両議院事務局との共同事業

である国会会議録フルテキスト・データベースでは､ 国会WANを通じた利用と当館

ホームページを通じた一般公開利用を合わせた総アクセス件数が523,002件 (前年度

比122,926件増) を数え､ 大幅な増加を続けています｡

＜図書館サービス＞

国会議事堂の中央部４階に位置する国会分館では､ 国政審議に役立つ資料と最新の

情報を整備して､ 国会議員および国会関係者に対して迅速な図書館サービスを提供し

ています｡ 議事資料､ 総合法令集､ 参考図書類等約55,000冊の図書と約600種の逐次

刊行物を所管しており､ 平成15年度の利用状況は､ 表４のとおりでした｡ 平成15年度

は､ 国会分館情報システムを稼働させ､ 利用者カードによる貸出しや国会分館所蔵資

料の検索 (国会分館 OPAC) サービスを開始し利用が増え､ 前年度と比べ入館者数は

8.2％､ 貸出者数は14.2％､ 貸出冊数は8.8％の増加となりました｡ なお､ 調査局およ

び国会分館以外で行った国会への図書館サービスの状況は､ 表５のとおりです｡

表４ 国会分館利用状況

入館者数

(人)

貸 出 し 複 写

(件)

レファレンス

(件)人数 (人) 冊数 (冊)

国 会 議 員 1,398 1,495 3,168 6,643 4,027

国会関係者 47,905 7,527 15,257 1,799 1,247

計 49,303 9,022 18,425 8,442 5,274

表５ 国会への図書館サービス状況

貸出冊数 (冊)
レファ

レンス

(件)

東京本館 関 西 館 国 際

子ども

図書館

計
図書 雑誌

専門

資料
図書 雑誌

専門

資料

国 会 議 員 9,334 2,402 185 5 50 8 106 12,090 49

国会関係者 2,468 2,064 39 26 4 4,601 59

合 計 11,802 4,466 224 89 110 16,691 108
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＜書誌情報の提供＞

当館では､ 国内で刊行された出版物の記録として

『日本全国書誌』 を編さんして､ ホームページ上で公

開しています｡ また､ 作成した書誌情報を一括して検

索することができる目録 ｢国立国会図書館蔵書検索・

申込システム (NDL-OPAC)｣ もホームページ上で

提供しています｡ NDL-OPACでは､ 平成15年度から

地図資料､ 音楽録音資料､ 映像資料の書誌データ を

追加収録し､ データ収録件数は1,000万件を超えまし

た｡ 平成15年度末現在の資料群別書誌データ提供件数

一覧は､ 表２のとおりです｡

国会に対するサービス
当館は､ 国会議員や国会関係者に対して､ 国政課題

に関する各種の調査および情報提供サービス (立法調査サービス) と､ 図書館資料の

閲覧・貸出し・複写・レファレンスなどのサービス (図書館サービス) を､ 調査及び

立法考査局 (以下 調査局) と国会分館を中心に全館的な体制で行っています｡

表２ NDL-OPACによる
書誌データ提供件数一覧

資料群 件数
和図書 2,868,996
洋図書 339,888
和雑誌新聞 121,010
洋雑誌新聞 54,462
電子資料 13,977
古典籍資料 5,650
博士論文 307,948
地図 36,053
音楽録音・映像資料 18,173
雑誌記事索引 6,085,992

規格・テクニカルリ
ポート類

154,519

点字図書・録音図書
全国総合目録

293,906

表３ 国会議員および国会関係者に対する調査業務の状況

依頼者 衆議院議員 参議院議員 前・元議員 事務局 政 党 計

処 理 件 数 14,512 9,093 966 500 1,264 26,335

種

別

分 析 5 5 0 2 1 13

調 査 11,842 7,139 567 482 1,153 21,183

文 献 2,665 1,949 399 16 110 5,139

起 草 0 0 0 0 0 0

調
査
対
象

国 内 10,003 6,012 706 64 664 17,449

国 外 2,752 1,956 172 409 392 5,681

内 外 1,570 1,029 75 23 191 2,888

そ の 他 187 96 13 4 17 317

回

答

方

法

口

頭

電 話 456 276 10 33 33 808

面 談 141 52 28 17 16 254

会 議
参 加

18 7 0 14 10 49

資
料

貸出し・
複 写 等

12,661 8,091 861 226 1,054 22,893

文

書

調 査
報 告

1,137 612 57 197 142 2,145

文 献
目 録

87 40 10 11 8 156

翻 訳 12 15 0 2 1 30
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＜収 集＞

当館では､ 資料を買う (＝購入)､ 国内の

官庁および民間の出版社から納本される (＝

納入)､ 国内外の個人や団体から寄贈を受け

る (＝寄贈)､ 国際機関や外国政府等との交

換により入手する (＝国際交換) などの方法

によって収集します｡ 平成15年度の図書およ

び逐次刊行物の受入数は､ 図書234,456冊､

雑誌424,903冊､ 新聞197,943点でした｡ 非図

書資料の受入数は､ マイクロフィルム31,165

巻､ マイクロフィッシュ198,619枚､ ビデオ

ディスク (DVD-V､ LD等) 5,852枚､ ビデ

オカセット1,224巻､ レコード (含 音楽 CD)

11,376枚､ 光ディスク (CD-ROM､ DVD-R

OM等) 8,767枚等でした｡

過去５年間の受入数の変遷を見ると､ 伸び

が目立つのは映像資料で､ ビデオディスクは

約９倍､ ビデオカセットは約４倍となってい

ます｡ 平成12年10月以降に納本対象になったパッケージ系電子出版物 (映像資料､ 録

音資料､ 機械可読資料) のおもな品目と図書について､ 受入数の伸びの様子を図に示

しました (伸び率は､ 平成11年度の数を100とした割合で表しています)｡

なお､ 海外の電子ジャーナルに関して９件の利用契約を行い､ 平成15年度末で約

10,000タイトルが提供できるようになっています｡

＜電子図書館の蔵書＞

当館ホームページから直接電子媒体の資料が閲覧できる ｢電子図書館の蔵書｣ には､

インターネット資源選択的蓄積実験事業 (WARP)､ 近代デジタルライブラリー､ 貴

重書画像データベースがあります｡ それぞれ平成14年11月､ 同10月､ 平成12年3月か

ら公開しています｡

WARPは､ ネットワーク系電子情報資源を収集・組織化・蓄積する実験事業で､

平成15年度末までに､ 権利者の許諾を得て､ 電子雑誌コレクション1,029タイトル､

ウェブコレクション (政府機関・協力機関) 367タイトルを蓄積しました｡ いずれの

タイトルも再収集ごとの蓄積データの伸びが大きく､ 全体のコレクション容量は約459

GB､ 平成14年度末の14倍にもなっています｡ 近代デジタルライブラリーは､ 当館所

蔵の明治期刊行図書の画像データベースですが､ 平成15年度には約12,000タイトル

(17,000冊) を追加し､ 年度末時点での公開資料数は約32,000タイトル (50,000冊) と

なりました｡ 貴重書画像データベースは平成11年度末から公開していますが､ 15年度

には和漢書50件､ 錦絵21件を追加して､ 収録件数が和漢書243件､ 錦絵526件､ 画像の

数は30,000コマを超えています｡
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図 過去５年間の資料群別
受入数の伸び
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国立国会図書館では､ 前年度の活動報告と基本統計を収録した 『国立国会図書館年

報』 を毎年刊行しています｡ 年報は､ 国会に提出するとともに､ 国内の主要な図書館

等に配布し､ 平成14年度版からは当館ホームページにも掲載しています｡

平成15年度は､ 当館にとって､ 平成14年度に実現した関西館の設置､ 国際子ども図

書館の全面開館､ ｢電子図書館基盤システム｣ の稼働などの大きな変革を定着させる

とともに､ 本誌ですでにご紹介した ｢国立国会図書館ビジョン2004｣ (520号)､ ｢国立

国会図書館電子図書館中期計画2004｣ (519号) を策定するなど､ 次の飛躍へ向けて歩

を進めた年でした｡

ここでは､ まもなく刊行される平成15年度版年報の統計データをもとに､ 平成15年

度における当館の活動状況をご紹介します｡ 今号ではサービス提供を支える蔵書の構

築と書誌情報の提供､ そして国会に対するサービスについて､ 次号では行政司法各部

門に対するサービスと一般公衆に対するサービスを中心に取り上げます｡

蔵書の構築と書誌情報の提供
＜蔵 書＞

当館では､ 国内外の資料を幅広く収集し､ 蔵書の充実に努めています｡ 平成15年度

末の当館の蔵書は､ 図書800万冊､ 逐次刊行物18万種を超えました｡ それぞれの内訳

と非図書資料の所蔵数は表１のとおりです｡

表１ 資料所蔵統計
(3) 非図書資料

(1) 図書
マイクロフィルム ( 巻 )
マイクロフィッシュ ( 枚 )
マイクロプリント ( 枚 )
ビ デ オ デ ィ ス ク ( 枚 )
ビ デ オ カ セ ッ ト ( 巻 )
ス ラ イ ド ( 枚 )
レ コ ー ド ( 枚 )
カ セ ッ ト テ ー プ ( 巻 )
オ ー プ ン テ ー プ ( 巻 )
磁 気 テ ー プ ( 巻 )
磁 気 デ ィ ス ク ( 枚 )
光 デ ィ ス ク ( 枚 )
Ｉ Ｃ カ ー ド ( 枚 )
地 図 ( 枚 )

〃 ( 冊 )
楽 譜 ( 枚 )

〃 ( 冊 )
カ ー ド 式 資 料 ( 枚 )
静 止 画 像 資 料 ( 枚 )
博 士 論 文 (人分)
文 書 類 ( 点 )
新 聞 切 抜 資 料 ( 枚 )
点字・大活字資料 ( 冊 )
そ の 他 ( 点 )

412,097
7,262,149

300,108
34,372
6,976

122,728
502,448
24,170
23,215

81
1,605

43,686
326

442,742
41,344
9,714
2,214

20,237
91,560

422,279
261,369

2,009,226
23,599
2,827

和 漢 書
洋 書

5,841,221
2,303,970

計 8,145,191

(2) 逐次刊行物 (単位)

刊

行

物

国
内
逐
次

雑 誌
新 聞

117,580 (1,975)
8,615 (1,991)

計 126,195 (3,966)

刊

行

物

外
国
逐
次

雑 誌
新 聞

55,456 (1,352)
1,583 (1,172)

計 57,039 (1,524)

合 計 183,234 (4,490)

�の ( ) 内は､ 非図書形態の種数｡

�の博士論文は､ 国内の博士論文｡

－ 統計を中心に その１ －
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チルの特別展示注２が開かれていたし､ NY

PLの本館ではロシアに関する特別展示注３

が開催中で､ 図書や手稿､ 古地図といった

典型的図書館資料のほかにサーベル､ 絵画､

食器など美術館と見紛うほど充実した品々

が陳列されていた｡ すべて図書館の所蔵品

だという｡ 特に NYPLは展示に力を入れ

ており､ 常時八つほどの展示を行っている

ということであった｡ NYPLの場合は民間

からの資金調達が重要な財政的柱となって

いる関係で､ 図書館の PR活動に積極的に

取り組む必要があり､ 展示もその一環と位

置付けられよう｡ また､ LC と NYPL で

は､ 展示のほかに､ 図書館の来歴､ 活動､

社会的意義を魅力的なプログラムにまとめ

たビデオも常時放映されていた｡

当館も､ ｢日本の記憶｣ と題し､ 特色あ

る所蔵資料を用いて､ わが国の歴史や文化

に関する電子展示会を開催している注４｡

中でも､ 日本国憲法の制定過程をテーマと

した ｢日本国憲法の誕生｣ や､ 四つの重要文化財を始め､ 和古書､ 漢籍､ 錦絵や絵巻

物など約100点の貴重書・準貴重書を見ることができる ｢ディジタル貴重書展｣ は非

常に多くの方にご覧いただいている｡ また､ 今年の7月に公開された ｢近代日本人の

肖像｣ では､ 近代日本の形成に影響のあった､ 各界の著名人約200人の肖像写真を紹

介している｡ そのほかにも､ 東京本館では本館の回廊部分に設置された展示コーナー

において､ さまざまなテーマの展示が開催されている｡ 今後も､ 各種資料や主題につ

いての専門性や､ 魅力ある情報発信を可能とする企画力などを備えた人材を育成し､

各種展示を充実させていくことが重要であると思われる｡

注１ http://www.bl.uk/collections/treasures/digitisation2.html

注２ http://www.loc.gov/exhibits/churchill/

注３ http://www.nypl.org/research/calendar/exhib/hssl/hsslexhibdesc.cfm?id=

351

注４ http://www.ndl.go.jp/jp/gallery/index.html

＊いずれも最終アクセス日は､ 2004年８月13日

(資料提供部雑誌課 ひさなが しげひと)

DBF の展示

NYPLの展示
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４.ニューヨーク公共図書館 (New York Public Library､ 以下 NYPL)
NYPLは､ 四つの調査研究図書館と80

を超える貸出図書館から構成されている｡

公共図書館と呼びならわされているもの

の､ 財政的にはニューヨーク市からの資

金と､ 寄付を始めとする民間からの資金

を大きな柱としている点でわが国の公共

図書館とは趣を異にしている｡ また､ ビ

ジネス支援や､ 利用者向けに幅広い分野

にわたる各種講座を開くなど､ 従来の図

書館の概念を打ち破るサービスを提供し

ており注目を集めている｡ 本稿では､ 本

館にあたる人文社会科学図書館 (Humanities and Social Sciences Library､ 以下

HSSL) における資料の利用についてご紹介する｡

調査研究図書館は､ 閉架式で資料を館外に持ち出すことはできない｡ 貸出図書館は､

資料の貸出しサービスを行う一般的な公共図書館である｡ 利用カードは調査研究図書

館用と貸出図書館用の２種類がある｡ 調査研究図書館用は､ ニューヨーク州の在住者

等でなくても誰でも無料で作成できる｡ 貸出図書館用は､ ニューヨーク州の在住者等

であれば無料で作ることができる｡ その他の者は所定の料金を支払うことで貸出図書

館用の利用カードを入手できる｡

建物の入り口を入るとすぐに警備員による所持品検査を受ける｡ また､ 閲覧室への

出入りの際にも､ 常駐している警備員が所持品のチェックを行っている｡

HSSLなどの調査研究図書館は閉架式なので､ 利用者は閲覧室に設置された OPAC

と各種目録類を利用して書誌事項を確認し､ 紙の請求票に必要事項を記入して資料請

求を行う｡ １回に３件まで申し込むことができる｡ 申し込んでから資料を受け取るま

で約50分かかるが､ 電話や電子メールで資料を事前に申し込むことができるようになっ

ている｡

閲覧室では､ 備付けの端末で OPACや各種データベースの検索ができるほか､ 持

参したＰＣを自分の席のコネクターにつなぐことで OPACやデータベースにアクセ

スできるようになっている｡

５. その他印象に残ったこと
最後に､ その他として､ 訪問した各図書館ですばらしい展示が行われていたことを

ご紹介したい｡

DBFでは､ アインシュタインに関する特別展示をエルサレムのヘブライ大学と協

力して行っており､ 多くの見学者が訪れていた｡ BLでは､ マグナ・カルタ､ ダヴィ

ンチの構想ノートやヘンデル､ バッハ､ モーツァルトらの手書きの楽譜といった宝物

が常設展示で見られるほか､ 特別展示として外部の機関と共同で中国の版画展が開催

されていた｡ また､ タッチパネルによって､ 電子化した資料を実際にページを繰る感

覚で閲覧できる Turning the Pages注１という展示も興味深かった｡ LCでは､ チャー
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といった主題別の閲覧室がある｡ 入り口には警備員がおり､ 入室の際に利用者カード

を確認し､ 退室する時は資料が持ち出されていないか所持品をチェックしている｡

各閲覧室には､ OPACの端末が多数設置されていて､ 利用者は OPACを使って資

料の検索と申込みを行うことができる｡ 出納には約50分かかるが､ その代わり､ 電子

メールや電話・FAX等によって事前に資料を請求できるようになっている｡ １日に

申し込める上限は15回までで､ 雑誌類は一度に６巻まで申し込むことができる｡ 館内

での出納には比較的時間がかかるが､ 館外からの取寄せはスピーディだといえる｡ 例え

ば､ 書庫スペース等の関係でロンドン市内の倉庫に保管されている資料を申し込んだ場

合､ 早ければ２､ ３時間後には利用することができるという｡ ボストン・スパに保管さ

れている資料でも､ 午前中に申し込めば､ 翌日にはロンドンに届けられるようである｡

各閲覧室には､ OPAC端末とは別に各種データベース検索用のＰＣが設置されてお

り､ 数百に上るデータベースにアクセスできる｡ また､ それらのＰＣからはインター

ネットにも接続できる｡ ただし､ 電子メールの送受信はできないよう設定されている｡

３. 米国議会図書館 (Library of Congress､ 以下 LC)

LCは､ 議会のための調査研究図書館

として1800年に設立された｡ 1815年にジェ

ファーソン元大統領から譲り受けた約

6,500冊の本を礎とする LCの所蔵資料は､

現在､ 1,900万点の図書､ 960万点の雑誌・

新聞類を始めとして､ 約1億2,400万点に

上る膨大なものとなっている｡

建物に入るとすぐに警備員によるセキュ

リティチェックが行われ､ 利用者のみな

らず展示等の見学者も､ 入り口での金属

探知機や､ 手荷物の X 線検査なしでは

中に入ることができない｡ また､ 閲覧室への出入りの際にも､ 常駐している警備員が

利用者カードの確認と所持品のチェックを行っている｡

閲覧室を利用するためには利用者登録が必要となる｡ 申請用紙とコンピュータ画面

に名前､ 住所､ 調査テーマといった所定の事項を記入・入力し､ 身分証明書を提示す

れば15分程度で利用者カードを作ることができる｡

利用者は､ 閲覧室に設置された OPACと各種目録類を利用して書誌事項を確認し､

紙の請求票に必要事項を記入して資料請求を行う｡ 申込制限は閲覧室によって異なる

が､ 例えば､ 大閲覧室 (Main Reading Room) では１時間に５件まで申し込むこと

ができる｡ 出納に要する時間は約50分で､ 指定した席に職員が持ってきてくれる｡ 15

件を上限として､ 前日に資料の事前申込みをすることもできる｡ また､ 遠方からの利

用者や一度に大量の資料を閲覧しなくてはならない利用者に対して､ 事前に連絡をす

れば職員が資料を用意しておくサービスも用意されている｡

閲覧室のOPACからは蔵書検索のほか､ インターネットへのアクセスや､ 電子ジャー

ナルの利用もできるようになっている｡
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れ変わった｡

DBFは､ 有料制の図書館である｡ 利用者は､ 利用料 (１年36ユーロ､ １か月13ユー

ロ､ １日５ユーロ) を支払い､ 利用者カードを入手しなくてはならない｡ 18歳以上の

者で､ パスポートや身分証明書を提示した上で所定の申込書を提出すれば､ カードを

作ることができる｡ 所要時間は15分程度である｡ なお､ このカードには ICチップが

埋め込まれており､ 一定の金額を ｢チャージ｣ することで､ 複写料金の支払いにも使

用できる｡

館内には約40台のオンライン閲覧目録 (OPAC) が設置されており､ 利用者は OP

ACで読みたい資料を検索し､ OPAC経由で資料の申込みをすることができる｡ １日

に申し込めるのは６件で､ 冊数にして10冊までである｡ 利用者からの申込みは､ １時

間に１回まとめて書庫に送られるということもあり､ 申し込んでから資料を受け取る

まで１時間半から２時間近くかかる｡ その代わり､ OPAC経由､ あるいは電話や電子

メール等を用いて､ 事前に資料の申込みができるようになっている｡

おもにパッケージ系電子出版物 (CD-ROM) を閲覧するためにマルチメディア・

ルームが設けられており､ 600タイトル近くの CD-ROMをインストールした PCが約

40台設置されている｡ インストールされていないものを閲覧したい場合は､ その旨を

職員に申し出ればインストールしてもらうことができる｡ オンラインの電子ジャーナ

ル等は提供していないが､ 電子納本図書館という実験的事業として400以上の電子ジャー

ナルの収集等を行っており､ 利用者はそれらの資料にアクセスすることができる｡ ま

た､ 有料 (１日５ユーロ) ではあるが､ インターネットへの接続も可能である｡

２. 英国図書館 (British Library､ 以下 BL)
BLが国立図書館として機能し始めた

のは､ 1973年のことである｡ 大英博物館

の図書館部門やロンドンの国立中央図書

館 (National Central Library)､ ボス

トン・スパの国立科学技術貸出図書館

(National Lending Library for Sci-

ence and Technology) 等が機能的に統

合され BLを構成することになった｡ そ

の後､ 書庫スペースの不足を解消するた

め､ 新たに図書館を建設する計画が立て

られ､ 1998年､ 新聞図書館等の一部を除

いて文字どおりの統合が実現し､ セント・パンクラスの地に新装開館した｡

展示スペース､ レストラン､ 土産物店等は公共スペースとして誰でも自由に出入り

することができる｡ しかし､ 閲覧室で資料を利用するためには､ 利用者登録をして利

用者カードを入手する必要がある｡ 利用者登録窓口に設置された端末に､ 氏名､ 住所､

調査テーマといった所定の事項を入力して､ 身分証明書を提示すれば15分程度で利用

者カードを作ることができる｡

BLには､ 人文､ 科学技術・ビジネス､ 貴重書・音楽､ 東洋・インド､ 地図､ 手稿
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(海外出張報告)

欧米で見た来館利用者サービスの今
入館から閲覧までの流れを中心に

久永 茂人

平成16年３月７日から22日の日程で､ 欧米主要図書館における来館利用者サービス

や､ 傷んだ資料のマイクロ化・電子化への取組み､ また､ いわゆる利用者教育の実際

を調査するために､ フランクフルトのドイツ図書館､ ロンドンの英国図書館､ ワシン

トンの米国議会図書館､ ニューヨークのニューヨーク公共図書館を訪問する機会を得

た｡ 本稿では､ 各図書館の来館利用者サービスのうち､ 入館､ 資料の申込みから閲覧

までの具体的な流れを中心にご紹介したい｡

はじめに､ 四つの図書館で共通して見られたことをいくつか挙げる｡ まず､ 利用者

が資料を申し込んでから手にするまでの所要時間は､ おおむね１時間程度である (当

館では約20～30分)｡ その代わり､ インターネット､ 電話､ FAX等で来館前に資料の

申込みをすることができる (当館では､ 関西館で登録利用者に対し閲覧予約のサービ

スを行っている)｡ また､ ４館とも館内に設置されたＰＣから､ インターネットに接

続できるようになっている｡ インターネットの利用は調査目的に限定されているが､ 不

良サイト等へのアクセス制限等は設定されておらず､ 利用者のモラルに任されている｡

そして､ 非常に厳重なセキュリティ対策が採られているのも各図書館で共通してい

る｡ 施設の安全対策のほかに､ ドイツ図書館以外では､ 各閲覧室へ出入りする際に､

必ず屈強な警備員が利用者カードの確認と所持品のチェックを行い､ 利用者は資料を

持って閲覧室の外に出ることはできないようになっている｡ また､ 閲覧室にはコート

や鞄を持ち込むことができず､ それらをクロークに預けることが徹底されている｡ 当

館では､ 資料保全のため警備員の巡回､ ポスターによる警告等の対応を採っているが､

今後のセキュリティ対策を考える上で参考になると思われる｡

以下､ 各図書館について個別に記すこととしたい｡

１.ドイツ図書館 (Deutsche Bibliothek Frankfurt am Main､ 以下 DBF)
ドイツには三つの国立図書館がある｡

フランクフルトの DBF､ ライプチヒの

Deutsche B�cherei Leipzig､ そしてベ

ルリンのドイツ音楽資料館 (Deutsches

Musikarchiv Berlin) がそれである｡

フランクフルトの DBFは旧西ドイツの､

ライプチヒの Deutsche B�cherei Leip-

zigは旧東ドイツの国立図書館として機

能していた｡ 東西ドイツの統合に伴い､

1990年､ これら３館が国立ドイツ図書館

(Die Deutsche Bibliothek) として生ま
522号／2004⑨国立国会図書館月報 ― 30―



■国際子ども図書館講演会のお知らせ

本にえがかれた動物展Ⅱ－十二支を手がかりに－Animals in children's

books II：the Chinese zodiac as keywordに関連して次のとおり講演会

を開催いたします｡

テーマ：｢人はなぜ動物絵本を読むのか｣

・日時：平成16年11月６日(土) 午後２時から

・場所：国際子ども図書館 ３階ホール

・講師：矢野智司氏 (京都大学大学院教育学研究科教授)

うさぎ､ くま､ ねずみ､ 絵本の中にたびたび登場し､ 親しまれている動物

たち｡ しかし､ なぜこれほどまでに動物が繰り返し描かれるのでしょうか｡

この小さな謎のなかに､ 人間とは何かという大きな謎を解く秘密が隠され

ています｡

動物絵本を読み解くことから､ 動物の存在は人間にとってどのような意味

を持っているのかについてお話しいただきます｡

・申込方法：事前申込制です｡ 詳細

は､ 国際子ども図書館ホームページ

(http://www.kodomo.go.jp/) を

ご覧ください｡

○展示会案内
開催期間：平成16年９月18日(土)

～平成17年４月10日(日)

休 館 日：月曜日､ 国民の祝日・休

日､ 年末年始 (12月28日

～１月４日)､ 資料整理

休館日 (毎月第３水曜日)

開催時間：午前９時30分～午後５時

会 場：国際子ども図書館３階

本のミュージアム

※今回の展示会では､ 図録を刊行し

ました｡

522号／2004⑨ 国立国会図書館月報― 31―

国際子ども図書館のページ
International Library of Children's Literature Page

図録
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第133回常設展示 ユートピア－どこにもない場所－
平成16年10月１日～11月16日

ユートピアは､ トマス・モアによる造語で､ ｢どこにもない場所｣ を意味します｡

同時に､ ｢幸福な場所｣ という意味も含んでいるそうです｡ モアによって 『ユートピ

ア』 が著される以前から､ 人々は理想の場所や社会を想像し､ 描き出してきました｡

プラトンの 『国家』 や旧約聖書のエデンの園､ そ

して中国の桃源郷や浦島の竜宮城など､ 政治・経

済・家族のあり方が具体化された理想社会から､

空想的な楽園まで､ 人々は洋の東西を問わず､ 広

く理想の場所について思いめぐらせてきました｡

しかし､ 一括りに“ユートピア”と言っても､

そのイメージは､ 洋の東西で大きく異なっていま

す｡ 東洋のユートピアが曖昧で楽園的なものであ

るのに対し､ 西洋のユートピアは､ それぞれの時

代の影響を受けながら､ 社会への批判を込めると

同時に､ 理想の実現に必要な具体的な要素が詳細

に描かれたものが中心となっています｡ それらは､

単なる夢物語ではなく､ 次の時代に希望をつなぐ

ものとして機能し､ 時代の変革に寄与してきました｡

近代国家が成立する以前の16､ 17世紀頃､ モア

やカンパネッラが示した理想の国家像は､ 平等で

秩序ある社会を目指したものでした｡ 彼らの考え

は､ 次の時代の市民社会へとつながっていきまし

た｡ 他方､ 17世紀前半にベーコンが著した 『ニューアトランティス』 は､ ルネサンス

後期の科学万能思想に支えられて､ 科学の進歩が ｢明るい未来｣ をもたらすという確

信に満ちたものです｡

それから約300年後の20世紀前半､ ベーコンが夢見た科学技術による理想社会が実

現しつつあった頃､ ハックスリーの 『すばらしい新世界』 やオーウェルの 『1984年』

などの作品が著されました｡ これらの作品は､ 科学の進歩や管理主義的な社会がもた

らす､ ｢明るくない未来｣ を暗示しました｡ しかし､ 1960年代には､ こうした未来像

に抵抗するかのように､ 既成の価値観を否定するヒッピーが現れました｡ 彼らは ｢ラ

ブ＆ピース｣ を掲げて独自のスタイルで生活し､ 自分たちのユートピアを模索しました｡

さて､ 2004年､ 現在｡ 私たちは､ 次の時代に希望をつなぐものとして､ どのような

ユートピア像を描けるのでしょうか｡

今回の展示では､ ユートピアの系譜をご紹介しています｡ 実在しないユートピアと

いう概念を視覚でも楽しんでいただけたらと思います｡

(奥
おく
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だ

倫
とも

子
こ

・西
にし

森
もり
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みつ

子
こ

)
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ユートピア島
Ｔ.モア 『ユートピア』
<請求記号 Ｆ33-Mo43ウ>



国 立 国 会 図 書 館 月 報

発 行 所 国 立 国 会 図 書 館

編 集
塚 本 孝

責 任 者

〒 100－8924 東京都千代田区永田町一丁目10番１号

電 話 03 (3581) 2 3 3 1 (代表)

ＦＡＸ 03 (3597) 5 6 1 7

E-mail geppo＠ndl.go.jp

平成16年９月号 (№522)

平成16年９月20日発行 定価231円
(税込､送料別)

印 刷 所
有隣堂印刷株式会社

発 売 元

〒 140－0004 東京都品川区南品川六丁目２番10号

電 話 03 (5479) 8 7 2 1 (代表)

ＦＡＸ 03 (5479) 8 7 2 0

E-mail cap15650＠pop01.odn.ne.jp

本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は､ それぞれ筆者の個人的見解であることをお断
りいたします｡ 本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜すいして転載される場合には､
事前に当館総務部総務課に連絡してください｡ 本誌517号以降､ PDF 版を当館ホームページ
(http://www.ndl.go.jp ― ｢刊行物｣ ― ｢国立国会図書館月報｣) でご覧いただけます｡

表紙 中性紙使用
本文 中性再生紙使用

国際子ども図書館
〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49

電話 03 (3827) 2053

ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は､ 国立国会図書館の支部図書館とし

て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス

を国際的な連携のもとに行います｡

館内利用サービス

利用できる人 誰でも利用できます (ただし資料室は18歳以上)｡

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

開館時間 9:30～17:00

休 館 日 月曜日､ 国民の祝日・休日 (５月５日こどもの日は除く)､ 年末年始

(12月28日～１月４日)､ 資料整理休館日 (第３水曜日)

休 室 日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第１・２資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒113－0021 東京都文京区本駒込２－28－21

電話 03 (3942) 0122 (代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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